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 午前 ９時５９分 開  議 

 

○島軒純一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員24名であります。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第２号により進めます。 

 

 

 

日程第１ 一般質問 

 

○島軒純一議長 日程第１、一般質問を行います。 

  順次発言を許可します。 

  一つ、米沢市医療連携のあり方について外１点、

23番島貫宏幸議員。 

  〔２３番島貫宏幸議員登壇〕（拍手） 

○２３番（島貫宏幸議員） おはようございます。

明誠会の島貫宏幸です。 

  師走に入り、ことしも残すところあとわずかと

なりました。けさはうっすらと雪化粧になったわ

けなんですが、これから３カ月寒い冬が続きます。

市民の皆様におかれましてはどうぞ体を御自愛い

ただきながら、風邪など引かないようにお過ごし

いただきたいというふうに思っております。 

  このたびの12月定例会でははえある初日の１番

目ということで、質問をさせていただく機会をい

ただきました。思いを込めて質問をさせていただ

きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

  それでは、早速大項目１つ目の米沢市医療連携

のあり方について質問をさせていただきます。 

  先月、11月７日に米沢市医療連携あり方検討委

員会より本年１月18日から６回の協議を経て、本

市医療連携に関する意見書が提出されました。こ

れまでも議会に対して協議経過も含め御説明いた

だいておりましたが、改めてお伺いいたします。 

  地方を取り巻く地域医療体制は、全国的な医師

不足に加え、都市部と地方での医師の偏在により、

医師の確保が厳しさを増しております。 

  この意見書によれば、本市においても昨年３月

末に常勤医を確保できないことから市立病院の精

神科が休止となり、救急医療を担う医師への過度

な負担が問題視されてきました。 

  三友堂病院においてもしかりであり、今後も医

師不足が懸念される中、これ以上医師に過度な負

担を強いることになれば、米沢市の救急医療体制

の崩壊を招きかねないとの危機感から、双方の病

院建てかえを一旦中断し、救急医療の維持と強化

を図るために検討委員会を設置し、協議を重ねて

こられました。 

  そこで、市立病院と三友堂病院との連携につい

ては、市立病院が急性期医療、三友堂病院は回復

期医療をそれぞれが役割分担することとし、地域

医療連携推進法人の枠組みを軸に、地方独立行政

法人、指定管理者及び民営化の経営形態について

制度比較をした上で、市立病院については地方独

立行政法人が現実的な選択肢であるとされており

ます。 

  そこでお伺いします。この地方独立行政法人へ

移行する最大のメリットとは何か、お聞かせくだ

さい。 

  市庁舎建てかえの計画が先行したことで、市民

の皆様からも市立病院の建てかえ待望論が高まっ

ておりましたが、2023年までに両病院が同時に開

院できることを目指すとされております。では、

立地についてはどのようにお考えなのでしょうか。 

  開院となれば本市にとっても新たな医療体制の

幕あけとなります。11月４日には東北中央自動車

道が開通し、高速道路を利用した通院や救急搬送

の時間短縮にも大きな期待ができるのではないで

しょうか。 

  しかし、高齢化社会を背景に運転免許証の自主

返納が進む中、通院手段の確保なども同時に検討

を進めていかなければなりません。 

  また、昨今、全国的な社会問題になっているの

が地籍調査が十分でないことから、所有者が不明
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だったり、複数の土地所有者であるために話をま

とめるのに膨大な時間を要するなど、公共工事を

含め取引に支障を来している事例が報告されてお

ります。 

  開院予定まではあと６年余りありますが、市民

にとって利便性の高い立地を十分に検討していく

必要があると思います。 

  こうした状況も踏まえ、建てかえの際の立地条

件を現段階でどのようにお考えなのか、お伺いを

いたします。 

  次に、大項目２つ目の米沢市立学校適正規模・

適正配置等基本計画の改定案についてお伺いしま

す。 

  11月17日の総務文教常任委員会で、これまでよ

り具体性のある計画案が示されました。国の小中

一貫教育に関する学校教育法の改正で、平成26年

11月に統合に関する準備を一旦中止してから３年

の月日が流れ、このたびの改正案では小学校がこ

れまでの18校から８校に、中学校が８校から３校

にする計画案で、施設分離型の小中一貫教育の導

入を目指し、計画期間を20年間とした上で再編を

進めようとするものです。 

  また、小学校区の児童が全員同じ中学校に進学

することで、これまで懸案だった円滑な接続が可

能となり得るとされております。 

  今回の質問では2019年４月に第二中学校と南原

中学校の統合で準備が進んでいることから、関連

の質問をさせていただきます。 

  初めに、部活動についてであります。 

  統合が進むに従って１校当たりの生徒数がふえ、

部活動を行う上では多様な選択肢が与えられます。

団体競技など部員の確保に御苦労が多かった小規

模校にとっては、競技力や練習の質の向上にもつ

ながり、さらに充実した体制の中で部活動ができ

る環境になりますが、一方で、統合の途中段階で

は生徒数に一時的な格差が生じることや競争が激

化することで、部活動に取り組む意欲がなえてし

まうのではないかと危惧しております。 

  また、中学校でコーチとして指導いただいてい

る地域の皆様に今後どのようにかかわりを持って

いただけるかについても不透明なところが多いよ

うに感じております。 

  こうしたことも踏まえ、統合に際しての今後の

部活動のあり方についてどのようにお考えなのか、

お聞きしたいと思います。 

  次に、学校給食についてお伺いいたします。 

  平成24年９月定例会一般質問で学校給食の位置

づけについて小久保議員が質問をされております

が、学校給食は児童生徒が健全な食生活をみずか

ら営むことができる知識や食にかかわる人々への

感謝、伝統的な食文化についての理解を深めるな

ど、学校教育活動の一環として重要なものである

と当時の原教育長が答弁されておりました。 

  統合計画を機に学校給食の位置づけについて改

めて再確認していく必要があるのではないでしょ

うか。現在の親子式学校給食では調理師さんが可

能な限りの手づくりにこだわり、地元食材を生か

し、丁寧に調理をされていると存じております。 

  ただ、統合が進んでいけば対応しなければなら

ない食数がふえることから、調理スペースの確保

や今までのように手間をかける余裕もなくなる等

が課題となるのではないでしょうか。 

  センター方式をとる自治体もふえつつあります

が、本市としてはどのような体制で学校給食を継

続していかれるのか、また、そのあり方について

どのようにお考えなのか、お伺いをいたします。 

  次に、学校運営協議会制度、いわゆるコミュニ

ティ・スクールについてお伺いします。 

  この質問は平成27年９月定例会に続き２回目と

なります。今回は共通認識を深めていただきたく、

議長の許可をいただき、文部科学省が公開してい

るパンフレットを配付させていただいております

ので、ごらんいただければと思います。 

  この学校運営協議会制度、以下コミュニティ・

スクールと表現させていただきますが、学校と地

域住民等が力を合わせて学校の運営に地域の声を
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積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学

校づくりを進めようとする仕組みです。 

  平成27年12月21日の中央教育審議会の答申でも

全ての公立学校においてコミュニティ・スクール

を導入した学校を目指すべきとし、設置をさらに

促進していくために、ことしの３月、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律の一部が改正され

ました。 

  これにより設置が努力義務化し、学校運営の必

要な支援についても協議することが盛り込まれて

おります。全国の設置件数も平成27年に質問した

ときの2,389校から1,211校が新たにふえ、ことし

４月の集計では3,600校となっており、伸びてきて

いる現状がうかがえます。 

  このたびの米沢市立学校適正規模・適正配置等

基本計画案を推進することで、学区がより広域化

することになります。今までのように学校を身近

に感じることや地域とのかかわりを維持するのが

難しくなるのではないでしょうか。 

  これを契機に地域とともにある学校とはどうあ

るべきかを見つめ直し、コミュニティ・スクール

の設置も視野に入れた議論を深めていく必要があ

ると考えますが、本市の見解を最後にお聞きをし、

壇上からの質問とさせていただきます。 

○島軒純一議長 渡邊病院事業管理者。 

  〔渡邊孝男病院事業管理者登壇〕 

○渡邊孝男病院事業管理者 私からは、米沢市医療

連携のあり方についての御質問にお答えいたしま

す。 

  米沢市と三友堂病院との医療連携の協議につき

ましては、本年１月に設置した米沢市医療連携あ

り方検討委員会における協議を踏まえ、11月に米

沢市医療連携のあり方に関する意見書という形で

取りまとめられたところです。 

  その中で、市立病院は経営の健全化、経営基盤

の強化を図るため、地方独立行政法人への移行を

進めていくものとされました。 

  地方独立行政法人化の大きなメリットとしては、

中期計画という大枠内での予算の執行が可能とな

ることや、人事や組織などの面で迅速な意思決定

が可能となることから、より機動性のある効率的

な事業運営が期待できるものであります。 

  また、弾力的な給与体系の構築が可能となり、

組織の経営状況と職員の利益が一致することから、

経営改善に対する職員の意識が高まることなどが

挙げられ、より経営改善を進めやすい体制を整え

ることができることも大きなメリットの一つです。 

  一方、専門家集団、一例として公認会計士や医

療経験者などを委員とする評価委員会からの評価

を受け、事業の透明性を確保する必要があること

から、より一層高い意識を持って病院運営に当た

らなければならない環境になることも病院事業の

運営にとってメリットになるものと考えておりま

す。 

  次に、建てかえの際の立地条件に関してですが、

まず、建てかえ場所の候補地につきましては、現

地も含め市と調整中であります。 

  建てかえの際の立地条件につきましては、米沢

市医療連携のあり方に関する意見書においてもそ

の時期について平成35年度、2023年度までに開院

できるよう進めていくこととされたことから、ま

ずはその期限をおくらせることなく確保できる土

地であることが条件の一つであると考えておりま

す。 

  また、駐車場を含め病院としての機能が十分に

発揮できる用地面積であること、アクセス面にお

いて公共交通網が整備されていることなど、交通

の利便性がよい場所であることなどが条件である

と考えております。 

  一方、予算の面では、開院後の病院経営に支障

がない範囲での用地取得費であることも条件にな

るものと考えております。 

  以上でございます。 

○島軒純一議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 それでは、初めに部活動のあ
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り方についてお答えいたします。 

  議員が御指摘になりました部活動の部員数の増

減につきましては、学校規模だけでなく競技や活

動に対する興味関心、生徒同士の人間関係など、

さまざまなことに起因するものと捉えております。 

  そのため、部員数の減少はどの学校においても

起こり得ることでありますし、部員が少ない場合、

逆に多い場合など、それぞれに課題があり、状況

に応じた指導が求められています。 

  そのため、各学校では生徒の主体性を尊重し、

指導の方針や活動の目標を明確にしながら、生徒

の実態に配慮した指導を行っております。 

  各部活動では大会やコンクールにおけるチーム

及び個人の勝利や成績を目標に掲げ日々の練習に

取り組んでおりますが、取り組む過程を重視する

ことやチームや個人としてどれだけ成長したかで

評価することを大切にし、勝ち負けによらず達成

感や自己肯定感を感じられるように指導しており

ます。 

  また、チームの中での役割分担と責任、協力や

思いやりの意識を持たせることを通して、自己存

在感や自己有用感を与えられるようにすることも

大切にしています。 

  これらのことは保護者や地域の皆様にも御理解

と御協力をいただきながら指導していくべきこと

と考えております。 

  また、どの学校におきましても生徒一人一人に

自信を持たせる指導は必要であります。本市の中

学校体育連盟には専門部という各競技の顧問で構

成される組織がございます。その専門部が中心と

なり、実技講習会や合同練習会の開催、学校同士

の練習試合の実施等により、市全体の生徒の競技

力向上、さらには生徒個人及びチームにとって自

信につながるような取り組みを学校の垣根を越え

て行っているところでございます。 

  また、中学校での部活動を生涯スポーツの第一

歩と捉え、生徒一人一人が意欲的に取り組めるよ

う指導しております。 

  一方で、各部活動の顧問は必ずしも競技経験者

とは限りませんので、専門外の競技の指導を求め

られる顧問の負担は大きなものとなっています。

これまでも専門部主催の指導者講習会の開催、保

護者や外部指導者の指導協力や各競技団体の御支

援等をいただきながら、改善に向けての取り組み

は行ってまいりましたが、今後の中学校の部活動

のあり方や教員の働き方改革を考える上でも大き

な課題であります。 

  一部改正となった学校教育法施行規則がことし

４月に施行され、部活動指導員が制度化されまし

た。現段階で来年度からの国県の補助事業として

教員の負担軽減を目的とした部活動指導員の配置

に係る通知があり、県との確認作業など、部活動

指導員の制度導入に向けた準備を現在進めている

ところであります。 

  続きまして、学校給食のあり方についてであり

ますが、現在、米沢市立学校適正規模・適正配置

等基本計画の改定案を今年度末までに策定すべく

進めているところでございます。この計画を策定

した後、平成30年度から内部で十分検討を行いな

がら、その後外部検討委員会等を組織し、具体的

に検討してまいりたいと考えております。 

  続いて、コミュニティ・スクールの取り組みに

ついてでありますが、学校運営協議会制度、いわ

ゆるコミュニティ・スクールは、保護者や地域の

住民が一定の権限と責任を持って学校運営に参画

することにより、そのニーズを迅速かつ的確に学

校運営に反映させ、よりよい教育の実現に取り組

むことを目的としております。 

  平成29年４月現在、県内のコミュニティ・スク

ールは県立学校として１校のほか、２市６町村で

31校が指定されております。現在、本市において

はコミュニティ・スクールを導入してはおりませ

んが、全ての学校において学校評議員制度の活用

や地区のコミュニティセンターとの連携など、地

域の力を生かした地域に開かれた学校づくりを進

めております。 
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  また、今年度より愛宕小学校区において地域学

校協働本部を設け、地域コーディネーターを中心

とした新たな学校支援活動が行われております。 

  このように各小中学校区において学校と保護者、

地域が協働し、地域とともにある学校づくりを進

めるという考え方に理解と御協力をいただきなが

ら、地域の人材、資源等を活用した学校経営が行

われているところであり、一定の成果を上げてい

ると認識しております。 

  今後、適正規模・適正配置事業により学校統合

が進んでいけば、新しい教育課程を編成し、地域

性を生かした新たな学校文化をつくっていくこと

になります。そのためには学校と保護者、地域の

方々がより一層連携していくことが必要となりま

す。 

  今後、学校の統合に向けた県内の先進地の取り

組みについて十分に研究し、スムーズな統合につ

ながるようにしていきたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 御答弁ありがとうござ

いました。順次質問席からの質問をさせていただ

きたいと思います。 

  まず、地方独立行政法人のメリットについて御

答弁をいただきました。メリットとしてやはり迅

速な意思決定と患者ニーズへの柔軟な対応、そし

て医療環境の変化に応じた人員の確保だったり、

迅速な設備投資などが可能になってくるのかなと。

あとは、より効果的で透明性の高い病院経営がで

きるのかなというふうに私自身もいろいろ調べた

中でメリットを感じております。 

  そうしたメリットが今後の新たな病院経営にと

ってベストだというふうな判断をされて独法化を

進めようというふうにされておるわけなんですが、

その中でさまざま経費面がまた別立てでかかって

くるというふうな先ほどの御答弁もあったように

記憶しております。 

  そうした今までと違う部分についてもう少しよ

り具体的にお話を伺うことができればお願いした

いなと思うんですが、その点についていかがでし

ょうか。 

○島軒純一議長 渡辺病院事務局長。 

○渡辺勅孝市立病院事務局長 当然今まで全適だっ

た場合はいろいろな就業規則なども含めましてあ

る程度本庁と合わせた形で整備しておりましたが、

給与体系等々についてもやはり独自のものを決め

ていかなければならないということで、当然事務

的な業務はふえてくると。 

  それと、システム面でも例えば給与システム、

人事システム等についてもやはり独自のものを整

備する必要がございますので、そういった初期投

資、あとランニングコスト等が新たにかかってく

るというふうに捉えております。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） そうしたものはこれか

ら向こう５年間、６年間ですか、その間に少しず

つ数字を積み上げて整理した上で実行に移してい

くんだというふうなことだと思うんですが、それ

でよかったでしょうか。 

○島軒純一議長 渡辺病院事務局長。 

○渡辺勅孝市立病院事務局長 はい、そのとおりで

ございます。 

  なお、独法化に当たってさまざまな事務、先進

地などをちょっと見させてもらっていますが、委

託等で整備なさっているところと、あと独自でな

さっているところ、さまざまでございます。そう

いった資料などもなお精査させていただいて、５

年という期間の中で整理していきたいと思います。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 地方独立行政法人とい

うのは初めての取り組みになろうかと思うんです

が、職員の皆さんはどのように今捉えているとい

うか、おおむね賛成というふうな立場をとられて

いるのかどうなのか、その点について確認させて

ください。 

○島軒純一議長 渡辺病院事務局長。 
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○渡辺勅孝市立病院事務局長 あり方検討委員会の

審議経過についてはその都度職員のほうにもお知

らせしているところでございますが、改めて独法

化について賛成か反対か、または何か具体的な不

安があるかという直接のお話はまだ伺っておりま

せんので、今後そこは確認したいと思います。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 一歩一歩積み重ねがこ

れから大事になってくると思います。市庁舎建て

かえがあって病院が先送りになったと大変不安に

感じている市民の皆さんも多いと思いますので、

一歩一歩重ねていっていただいたものをうまく結

実できるように、まだ期間はありますけれども、

その点も議会に対しても小まめに丁寧な御説明を

いただきながら、いい病院ができるように進めて

いっていただきたいなというふうに思います。 

  次に、建てかえの際の立地条件の考え方につい

てお聞きしたいと思います。 

  以前、別の機会だったんですが、仮に建てかえ

をする際の敷地面積についてお聞きしたときには

約４万平米が必要で、駐車場も含めてなんですけ

れども、雨水処理がやはり容易であることが重要

だというふうにお聞きをしておりました。 

  また、あわせて冬期間の通院や救急搬送システ

ムがスムーズにいくことだったり、やはり利便性

です。これが最適であるということが条件だとい

うこと。あとは公共交通機能が十分に発揮できる

ところも条件になると思うんですけれども、そう

した用地、現在立地しているところも含めてこれ

から検討されていくんだというふうな御答弁だっ

たんですが、実際のところ予定ではあと６年間あ

るんですけれども、先ほど壇上でもお話しさせて

いただいたとおりいろいろとやはり課題があると。

用地取得するにも地籍調査が十分でない場合はな

かなか時間がかかってしまうということもありま

すので、そうしたことも含めての検討だと思って

おります。 

  ただ、いろいろ諸条件あろうかと思うんですが、

見込みとしてはいつぐらいまでに用地を決定なさ

れるお考えなのか、その点についてお伺いしたい

と思います。 

○島軒純一議長 渡辺病院事務局長。 

○渡辺勅孝市立病院事務局長 今後の具体的な作業

につきましては、来年度には基本計画の策定を目

指しております。当然基本計画策定の段階では場

所が決まっていないと策定できませんので、その

計画の過程なのか、その前なのかまだ決めかねて

はおりますが、少なくとも基本計画策定の段階で

は用地は決定しておくべきものと捉えております。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 現在立地している場所

がいいとか悪いとかという議論の前に、やはり全

体的な米沢市のグランドデザインを考えたときに、

バランスをとっていかなくてはいけないというこ

とと、やはり三友堂病院さんも同時に、急性期と

回復期の病院を２つ同時期に開院させるんだとい

うふうなことであると、相手方さんとも立地につ

いては協議していかなくてはいけないということ

もあろうかと思います。 

  近接する場合ですと１カ所に集中してしまうみ

たいなことも起きてしまいますし、余り離れ過ぎ

てもどうなのかなというふうなこともありますし、

いろいろ考えたときに全体的な部分でどこに立地

したほうが一番市民にとって利便性が高いのかと

いうふうなことになってくると思いますけれども、

先ほども壇上でお話しいただきましたけれども、

諸条件についてだったりは三友堂病院さんとも少

し話は出されているかなと私は思うんですが、そ

の点も含めた協議の中でどのようなお話が出てい

るのか、もしお聞かせいただけるんであればお聞

かせいただきたいと思います。 

○島軒純一議長 渡辺病院事務局長。 

○渡辺勅孝市立病院事務局長 三友堂さんのほうも

老朽化に伴う建てかえということで計画を立てて

おられたわけですけれども、その段階では急性期

医療も担うという前堤での計画でございました。 



- 17 - 

  このたび私どものほうの市立病院との機能分担

の中での連携ということで前提条件が変わってき

ていますので、当然三友堂さんのほうで今後見直

しをするというふうに伺っておりますが、具体的

な場所についてはその機能がまた変わってきます

ので、また見直したというふうに伺っておりまし

て、具体的な場所についてはまだお伺いできない

というところでございます。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） せっかくの機会ですの

で、今までのことも踏まえながら、やはり利便性

の追求というのはどうしてもしていくべきだとい

うふうに思いますし、やはり朝夕の交通渋滞に巻

き込まれるような場所であってはなかなかちょっ

ときついなというふうなことも考えられますので、

その辺のバランスを見ていただきながら、立地に

ついては十分な検討をやはり進めていくべきだと

私自身思いますので、その点についても今後の協

議が進んでいく中で話を出していただきながら十

分な検討をしていただいて、また議会のほうに報

告いただきたいというふうに思います。 

  それでは、次に移ります。 

  米沢市立学校の適正規模・適正配置基本計画の

改定案に絡んでの今回の質問でした。将来的なこ

とを見据えると子供たちがさまざまなかかわりが

また変わってくる。地域の人たちとのかかわりも

変わってくるということを前堤に壇上では質問さ

せていただきました。 

  今回、部活動のあり方というふうなことであえ

てさせていただいたんですけれども、今のところ

現状ではしっかりと今までどおりの指導をしてい

かれるんだというふうなことでありました。 

  心身の成長や責任感、連帯感を培うための教育

の一環として推進をされていると思います。ちょ

っと私は部活動についていろいろ調べたんですが、

これは大きな意味合いでとっていただきたいんで

すけれども、東京大学の社会科学研究所とベネッ

セというところの教育総合研究所が共同研究して

調べた調査に、子どもの生活と学びに関する親子

調査2016というものがありました。そこで部活動

の実態調査を行っています。 

  これは推計なんですけれども、本市の実情では

ありませんが、運動部と文化部、科学部で中学校

の１、２年生の９割、そして３年生では８割が部

活動に入っているということです。部活動が楽し

いかの問いでは８割以上が楽しいと答えており、

同じ割合で授業が楽しい、自分の学校が好きだと

いうふうに回答をしています。 

  部活動の長時間化が問題になるなど行き過ぎは

よくないというふうに私自身思うんですけれども、

部活動を楽しんでいる生徒ほど学校が好きであり、

充実した学校生活を送っているようであります。 

  統合の前と後で指導の留意点というところ、部

活動に取り組む姿勢だったり、指導が勝ち負けに

こだわらずに指導していくんだというふうなお話

がありましたけれども、それは基本に据えていた

だいていいんですが、やはり競技ですから勝てば

うれしいし負ければ悔しいということもあります。 

  そうした部分について一緒に重なる部分が少し

ずつ段階が後になっている、早く統合したところ

は当然人数も多くなるし競争も増してくるという

こともあるんですけれども、そうした中でいつの

段階にどこの中学校が統合していくんだとまだ出

ていない状況の中で、これからの統合された前と

後の中学校さんの部活動の指導の留意点です。も

う少しちょっと詳しくお聞かせいただきたいと思

うんですが、その点についてはどうでしょうか。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 先ほど教育長からの答弁

にもありましたが、学校の規模の大小にかかわら

ず各部活動の参加者の人数はまちまちのようです。

大きい学校でも部員の少ない部活があったり、逆

に中規模、小規模の学校でも多い部活があったり

ということで、統合によって必ず全ての部活動の

人数がふえるということではないと思われます。 

  統合に際しまして例えば統合前はレギュラーで
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あったお子さんが統合後になったらレギュラーに

ならないなんていう可能性もありますので、大規

模になっていくよさもあれば、難しさもあるのか

なというふうに思っております。 

  具体的には統合の前と後ということであります

けれども、南原中学校と第二中学校の統合に向け

て統合準備委員会の中でも部活動をこれからどう

していくのかという話をしております。 

  例えば具体的な話でありますけれども、30年度

の秋、新人戦が終わってから31年度に統合して春

すぐ中体連の大会があるということで、合同の練

習ができないかとか、顔合わせができないかとい

うようなお話もありまして、教育委員会としまし

てはバス等で交流ができるような準備をして、統

合後もスムーズな部活動の運営ができるような配

慮をしていきたいというふうに思っております。 

  これから具体的な統合が進んでいく中で、他自

治体の先進地の事例なんかも参考にしながら、子

供たちが伸び伸びと力が発揮できるような部活に

なるように配慮してまいりたいと考えております。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 部活動、ここにいる皆

さんも経験なさっていると思うんですけれども、

その後の人生に大きな影響があるなというふうに

思っております。 

  義務教育、中学校で部活が終わって、今度進学

先をどこにするかといったときに、やはりスポー

ツの推薦だったり、そういう強い学校に行くとい

うことが選択肢として与えられると思います。そ

の中でやはり活動が評価されなければそういうと

ころにも行けないというふうなことも現実的にあ

ると思うんです。 

  保護者の皆さんもできればそういう運動を通じ

ていい成績をおさめられればそういうところに行

ってもいいんじゃないかということで、一生懸命

応援されている保護者の方もいらっしゃいますし、

また、先ほどやったことがない競技なのに部活動

の顧問になってというふうな話もありましたけれ

ども、やはりそういう一生懸命自分で勉強して教

えた生徒たちが結果を出すことにやはり指導者と

しての喜び、先生としての喜びも感じることも事

実あると思います。 

  そうして見れば、やはり長時間化しているとい

うふうな現状もあるんですが、好きな先生にとっ

てはやはり余り気にならないというか、それが生

きがいみたいな感じになっているのかなというふ

うな印象を受けます。 

  卒業しても交流が続く場合も多いように聞いて

おりますので、そうして見れば部活動というのは

やはり心に残るし、生涯スポーツと先ほどありま

したけれども、その基礎となる部分以上のものも

実は存在しているというふうなことで、個人的な

競技よりもやはりチームプレーで競技するところ

というのは切磋琢磨というものがかなり激しくな

ってくるというふうなこともありますけれども、

そこで鍛えられた子供たちが自分の夢や目標に向

かって将来の自分の進路さえも左右するような機

会になってくると思いますので、その辺の指導と

いうのは義務教育の中での指導というのはやはり

すごく理想的な、先ほどのお話であったとおりだ

と思うんですけれども、そうした観点もやはりど

うしても必要であるし、存在するのかなというふ

うに思います。 

  そういう意味で、部活動を、繰り返しになりま

すけれども、今後の指導については大きな方針転

換はないというふうなお話だったんですが、進学

をする際の部活動の影響といいますか、その辺に

ついては多少私はあると思うんです。そうした子

供たちのニーズにかなえられる体制になっている

のかとか、その辺の現状とか、もしおわかりにな

りましたらお聞かせいただきたいんですが、いか

がでしょうか。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 部活動に求めるものとい

うのは生徒、保護者、教員、さまざまあると思わ

れます。部活動の果たす役割というものもたくさ
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んありまして、その中でやはり中学校における部

活動については教育課程外の活動であるものの、

学校教育の一環としてとても大きな役割があると

いうことで、今回新しい学習指導要領の総則にも

位置づけられております。 

  今御指摘のあった進路等について具体的にどう

かということは承知しておりませんけれども、学

校教育の中で行う部活動でありますので、この本

来の趣旨にのっとって、また、働き方改革という

声もありますので、適切な部活動が行えるように

今後学校、中体連等とも連携しながら、また、新

しい制度も始まりますので、これから注視してい

きたいというふうに思っております。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 統合する前と後で大き

な方針の転換というものは特にないんだ、ただ、

なった場合にはそうしたことも留意しながら注視

して指導していきたいというふうなことでよろし

いんですね。 

  そうした中で、今二中と南原中の統合の準備が

進んでいるということもあって、今回の改定案が

出たことで各地区で今説明会を教育委員会のほう

でされております。３地区ぐらい終わったんです

かね。 

  その中でどのような話が、部活動なんかもやは

り出てきているのかなと思うんですけれども、そ

の点についてはいかがでしょうか。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 11月27日、12月１日、12

月４日と第一中学校、第二中学校、第三中学校を

会場にさせていただきまして、地元説明会を開催

させていただいております。それぞれの会場で寒

い中、本当に急な御案内にもかかわらず60名、80

名といった数の方がお集まりいただきまして、私

たちのほうからも詳しい説明をさせていただいて

いるところであります。 

  いろいろな御質問でありますとか御意見の中で、

やはり統合の時期でありますとか通学方法につい

て、今お話ありました部活動について、給食につ

いて、あと統合への不安であったり統合に際して

の配慮というふうなこと、さまざまな御意見をい

ただいているところであります。 

  こういった御意見につきましても検討委員会の

ほうに報告しまして、再度計画案を吟味していく

というふうに考えております。 

  部活動につきましては、やはり先ほど申しまし

たようなより具体的な御質問が多かったようであ

ります。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） さまざま御質問があっ

た内容をこの場で１個１個というふうにお聞きす

るわけにはいかないので、後ほど全地区回った後

の総括の中で多分御報告いただけると思いますの

で、その中でお聞きを改めてしたいと思います。 

  部活動については方針転換とか、そういうもの

は特になく、とにかく今までどおり、従来どおり

やるんだというふうなことでありましたので、し

っかりと今後も取り組んでいっていただきたいと

いうふうなことをお願い申し上げて次に移りたい

と思います。 

  学校給食のあり方について再度質問させていた

だきます。 

  学校給食は自校式、親子式、センター方式の３

つがあると思うんですけれども、米沢市では親子

方式をとっているというふうなことであります。 

  児童生徒が健全な食生活をみずから営むことが

できる知識や食にかかわる人への感謝、伝統的な

食文化についての理解を深めるなど、学校教育の

一環として重要なことである、これは大きな考え

方であると思いますし、それをやはりこれからも

重んじていただきたいというふうなこともあるん

ですが、統合に際しては今までの親子方式という

のはやはり継続がなかなか難しくなってくるんで

はないかというふうなことです。 

  対応する人数が大きくなってきますので、どう

しても今までどおりのやり方というのは継続が難
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しいということが容易に想像できるんですが、合

理性や経費面だけで判断しないように、やはりし

っかりと検討を重ねていただきたいというふうに

は思うんですけれども、その点について既に保護

者さんから説明会の中でも少しお話があったとい

うことも踏まえて、どのようにこれから考えをま

とめていく予定なのか、おつもりなのかをお聞き

したいと思います。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 先ほど議員お述べのとお

り、親子給食が始まって大分定着してまいりまし

た。その中で納入業者の方でありますとか調理師

さん、学校の職員等の努力で大変安定した給食が

今運営されているわけですけれども、実際に統合

が始まりますと大規模な中学校ができることにな

ります。 

  具体的には第二中学校につきましては今までよ

りも大きな学校でありますので、この中学校にど

ういう給食を提供するかということを考えた場合、

早速検討する必要があるというふうに考えており

ます。 

  また、施設設備についても各小学校の給食室も

老朽化が進んでおりますので、そういった面でも

まずある程度学校の適正規模・適正配置の基本計

画ができまして、今後の学校の数でありますとか、

どういう姿になるのか、大体の姿が見えた段階で

具体的な議論をしていきたいというふうに考えて

おります。 

  その中ではもちろん給食の内容がまず大事では

ありますけれども、安全・安心な給食の提供とい

うことで、具体的には大分最近食物アレルギーの

問題もありますので、そういったことへの対応と

いうことも大事に考えなくてはならないというふ

うに考えております。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 第二中学校と南原中学

校さんが統合によって親子式が継続できるかどう

かということも今も検討中ということでよかった

ですか。済みません、もう１回ちょっと確認させ

てください。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 平成31年度の南原中学校

と第二中学校の統合につきましては、もう大分間

もないことでありますので、話し合いを進めてお

ります。 

  現段階では31年度からの第二中学校の給食につ

きましては、現在と同様に南部小学校でつくった

ものを親子給食の形で運びたいというふうに考え

ております。 

  平成21年度に第二中学校と南部小学校の親子給

食が始まっておりますが、実は児童生徒数等は大

分変わりがありまして、一番多かったのが平成26

年度でありました。その当時の食数と平成31年度

の新しい二中、南部小学校の食数がほぼ変わりな

いということで、今細部について調整を図ってい

るところであります。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 今までどおり親子方式

で実施をされるということなんですけれども、今

後統合が進んでいくと施設の関係上どうしてもや

はり困ってしまう場面が出てくると思うんですけ

れども、その件を今いろいろと関係の皆さんと協

議を重ねておられるというふうなことでした。 

  ただ、親子式を続けるとなるとやはり新たな施

設を設けなくてはいけないし、センター式に方針

を転換しようと思っても今までの設備が無駄にな

ってしまうという、そういうすごく難しい判断が

今後迫られると思うんです。 

  私は個人的には親子式を続けていっていただき

たいということと、今現場で子供たちのために一

生懸命調理をしていただいている調理師さんの姿、

これは前にＰＴＡの仲間で一度お話を調理師さん

から伺ったことがあったんですが、そのときにも

さまざまお話を伺ったときに、かなり一生懸命つ

くっていらっしゃる、子供たちのためにというこ

とで一生懸命つくっていらっしゃる姿を見せてい
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ただいたので、特に私の場合は思い入れがちょっ

と強かったものですから、そうした親子方式をで

きれば継続していただく方向でぜひ今後も検討を

進めていっていただきたいというふうに思います。 

  それでは、次に移ります。 

  コミュニティ・スクール、これは２回目の質問

になったわけなんですが、学校評議会という制度

があって、その中でも十分に地域の皆さんの御意

見は反映できる体制はとっているんだというふう

なことであります。 

  ただ、それは現段階ということが前提条件とい

うふうに言わせていただきたいと思います。今後、

小学校も含めて統合が進んでいけばやはり広域化

になっていくという中で、やはり地元に学校があ

るから一生懸命かかわっているんだと。目に入る

というか、自分のところに学校があるからお手伝

いできるんだというふうな意識がやはり強いと思

うんです。 

  コミセンや地域の皆さんは学校の運営に対して

今のところお支えをいただいていると思うんです

けれども、広域化することでやはり帰属意識とい

うか、自分のところの学校という帰属意識が薄れ

ていくんじゃないかなというふうに思うんです。 

  今のところはいいんですけれども、資料をちょ

っとごらんいただきたいと思うんですが、２ペー

ジ目です。上のほうに「学校運営協議会が設置さ

れた学校では、学校や子供たちの教育に対する保

護者・地域住民等の理解が深まり、相互に連携・

協働する場面が増えています。また、教育課程の

充実につながる効果的な地域連携の取組が増える

など、学校運営の改善にも大きな成果がみられま

す」ということで書いてあります。 

  こういう資料というのは肯定する文章が多いの

で実態的に米沢の実態としてなじむかなじまない

かというのはあると思うんですが、先ほども申し

たとおりに広域化してしまうとお互い牽制し合う

んじゃないかなと。もともとの小学校区、中学校

区の保護者さんたちが自分たちで一生懸命やらな

くても向こうが一生懸命やってくれるんじゃない

かというふうな牽制し合うような場面もこれから

出てくるような気がしてならないんです。 

  なので、もう一度この制度について検討してい

ただきたいというふうなことで質問させていただ

いているんですけれども、その点について一度ち

ょっと伺っておきたいと思います。いかがでしょ

うか。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 コミュニティ・スクール

の導入につきましてはさまざま検討を重ねている

ところでありますけれども、今回統合ということ

でまた新しい局面が出てきます。中学校区が広が

ることもありますし、今度これから先小学校の統

合ということになりますと、今本当に各小学校と

地域のつながりが深いものがありまして、地域の

方、コミセン等と協力して大変豊かな学習活動が

繰り広げられておりますので、これを新しい学校

で、統合した場合にどういうふうにすり合わせて

いくかということは新しい課題になってくると思

います。 

  そうした中で、このコミュニティ・スクール、

学校運営協議会という存在、あり方につきまして

もあわせて検討していきたいというふうに思いま

す。どうすればスムーズな統合ができるのか、新

しい学校文化、さっき答弁しましたけれども、そ

ういったものをつくっていくかについて、先進地

は県内各地にありますので、実際に統合するとき

にどんなふうにして教育課程をつくっていったの

か、地域との連携をしていったのかについて、こ

れから計画ができましたら具体的なところを調査

研究してまいりたいと考えております。 

○島軒純一議長 島貫宏幸議員。 

○２３番（島貫宏幸議員） 多面的な学校運営に対

しての御意見を集約していくということは、その

地域の人たちにとってもすごく大事なことで、誰

かに任せたりとか自分は知らないよというふうな

ことにはやはりなっていかないと思います。 
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  なので、学区はこういうふうな区割りをするん

だということもお示しいただいているわけですか

ら、後先逆になるかもしれませんが、先につくっ

ていくというふうなことも視野に入れて検討して

いくということも必要になってくるのかなと思い

ます。 

  そうしたことがスムーズな移行につながってい

くんじゃないかなという印象もありますので、そ

うした点も含めて検討を進めていっていただきた

いなと。そうした多面的な部分の御意見の受け皿

的な存在というのはこうした広域化にとってはす

ごくメリットもあるし、大事なことだと私は思い

ますので、そうした点もやはり重要視していただ

きながら検討していただきたいと思います。 

  資料の紹介になりますけれども、12ページで鹿

児島県の薩摩川内市の水引小・中学校の事例が出

ています。導入の目的ということで、「水引小・

中学校区は、学校再編により５つの小学校区が統

合して形成されています。広くなった校区では、

それぞれの地域にある行事や文化を認めつつ、新

たな母校としての一体感を醸成するために学校運

営協議会を設置しました」というふうなことです。 

  こういう事例を見るにつけて、やはり受け皿が

しっかりしていると一体的な学校づくり、運営に

かかわるという仕組み、機能が十分発揮されてい

るものというふうに思っています。 

  下のほうにも成果が出ていますのでごらんいた

だきたいんですけれども、特にこれはと思ったの

は、私も住んでいるのは田舎なものですから思っ

たのは、児童生徒による地域の伝統芸能への積極

的な参加などがふえるとか、そうしたものもそれ

ぞれ今の学校さんというのは歴史と文化の積み重

ね、地域と一緒に歩んできた下積みというか、そ

の層がありますので、そうしたものもやはり統合

によって広域化してしまうと薄らいでしまう可能

性もありますので、そうした点についてもどうい

うふうに今までのものを継承できるのかと。教育

的観点からいっても地元のお祭りだったり伝統芸

能というのはすごく大事になってきますので、そ

れは地域地域で考えてくださいよじゃなくて、学

校があって、そこで子供と一緒にかかわる地域の

大人という図式というのはこれからも残していっ

ていただきたいと強く思いますので、最後になり

ますけれども、そうした面も統合前にも大事な要

素の一つでありますので、そうした学校としても

していただいていると思うんですけれども、将来

に向けてどのように取り組んでいかれるのか、最

後にお聞きしたいと思います。 

○島軒純一議長 佐藤教育指導部長。 

○佐藤 哲教育指導部長 今南原中学校と第二中学

校の統合ということで統合準備委員会を立ち上げ

まして、さまざますり合わせをしているところで

あります。 

  今お話のあったように、小学校区の統合となり

ますと今までの伝統ですとか、そういったものを

どういうふうにつなげていくのか、大変大事な部

分だと思いますので、この学校運営協議会という

ことも一つの手法として考えながら、スムーズな

統合に向けて準備を進めてまいりたいと思います。 

○島軒純一議長 以上で、23番島貫宏幸議員の一般

質問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午前１０時５９分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１１時０９分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、「主要農作物種子法」（いわゆる「種子

法」）が廃止されることについて外２点、19番太

田克典議員。 

  〔１９番太田克典議員登壇〕（拍手） 

○１９番（太田克典議員） おはようございます。

市民平和クラブの太田克典です。 



- 23 - 

  まずもって、お忙しいところ、また、きょう大

分冷えました。寒いところ傍聴においでください

ました皆様に心から御礼申し上げます。ありがと

うございます。 

  初当選以来、10回目の一般質問となりました。

当局の皆さんには簡潔、明瞭な御答弁をお願いい

たします。 

  今回は３項目を取り上げました。 

  １点目、主要農作物種子法、いわゆる種子法が

廃止されることについて、本市農業などにどのよ

うな影響が考えられるか伺います。 

  種子法は、「主要農作物の優良な種子の生産及

び普及を促進するため、種子の生産についてほ場

審査その他の措置を行うこと」を目的として、1952

年に制定されました。 

  規定されている中身は、主要農作物である米、

麦、大豆について優良な品種を奨励品種として決

定するための試験や農家に供給される栽培用種子

をつくる原種、その親となる原原種の生産、優良

な種子の生産及び普及のための指定種子生産者等

への勧告・助言・指導などを都道府県に義務づけ

たものになっております。 

  つまり主食となる米や麦、大豆について、その

種子の品種改良や安定供給に都道府県が責任を負

うことを定めた法律と言うことができるかと思い

ます。 

  その結果として、安定して安価な種子が供給さ

れることになり、日本の農業に多大な貢献をして

きたと言えます。 

  しかし、この種子法を廃止する主要農作物種子

法を廃止する法律がことし４月14日の参議院本会

議で可決成立し、施行日となる来年４月１日をも

ってこの種子法が廃止されることになりました。 

  いわば公的育種、公的種子事業として都道府県

が果たしてきた役割や責任についての法的な根拠

がなくなることになります。そのことによって本

市農業などにどのような影響が考えられるか、お

知らせください。 

  ２点目は、本市における公共交通とタクシーの

役割について伺います。 

  本市における公共交通については、前回９月定

例会で今年度から実施された運転免許証自主返納

支援事業とのかかわりで取り上げました。その中

では、先進地である前橋市の取り組みを紹介して

おります。 

  内容は、一つはタクシーを利用する方に一定の

条件のもとで利用料金の助成を行うマイタク制度

について、そしてもう一つは、公共交通マスター

プランをつくって鉄道、バス、タクシー等の役割

分担を明らかにしていること、この２点でありま

した。 

  その上で、免許証の自主返納しやすい米沢市と

いうことも踏まえて、本市においても公共交通の

あるべき姿を明らかにしていくことが必要ではな

いかと指摘をしたところです。 

  それに対して我妻企画調整部長の答弁は、「前

橋市の計画というものは私はまだ拝見させていた

だいておりませんので、ぜひ見させていただきた

いと思います」というものでした。 

  質問から３カ月がたちました。前橋市の取り組

みから何を学ぶべきと考えているか、改めてお伺

いいたします。 

  ３点目は、空き家対策についてです。 

  空き家対策については３回目の一般質問となり

ます。１回目の質問は、２年前、初当選直後の６

月定例会でした。当時は全国的にも空き家対策が

喫緊の課題になっていることから、いわゆる空き

家対策特別措置法が全面施行された、そのすぐ後

でありました。そのことを踏まえ、本市における

空き家の現状と対策について質問を行いました。 

  また、近い将来空き家になりそうな、いわゆる

空き家予備軍の把握と利活用についても言及をし

たところです。 

  ２回目の質問は昨年の９月定例会でした。鶴岡

市の空き家の現状についての新聞報道を紹介し、

本市における空き家の状況や現状を捉えているの
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かどうか、そして、今後どのように対策を進めて

いくのかを質問しました。 

  この２年間一般質問で取り上げてきましたが、

これまで確固たる対策が示されず、内心どうなっ

ているのかというふうに思っていたところでした。 

  しかし、このたびようやく「米沢市空家等対策

計画（案）」が策定され、先月21日の産業建設常

任委員会協議会、24日の市政協議会において示さ

れたところです。 

  そこで、改めてお伺いします。このたびの「米

沢市空家等対策計画（案）」の策定に当たって実

施したアンケート調査からどのような問題点が見

えてきたのか、そして、今後対策を進めていく上

での課題をどのように捉えているか、お答えくだ

さい。 

  以上、壇上からの質問といたします。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

  〔渡部洋己産業部長登壇〕 

○渡部洋己産業部長 私からは、１の主要農作物種

子法の廃止による本市の農業への影響についての

御質問にお答えをいたします。 

  ただいま議員がお述べのとおり、主要農作物種

子法、私も以下種子法と述べさせていただきます

が、平成30年４月に廃止されることに伴いまして、

今後米などの主要な農作物の優良な種子の開発や

供給がこれまで大きな役割を担ってきた都道府県

から民間事業者に移行し、種子の供給不安や外資

系企業の参入などによる種子の支配などが起こる

のではないかと一部では懸念をされております。 

  しかしながら、今回種子法廃止に伴う山形県の

対応について伺ったところ、県の担当者からは、

根拠となる種子法が廃止になりますので県の条例

や関連規定は今後廃止をする予定であるものの、

これまでと同様に県で開発した種子については責

任を持って育種し、農家に対し種子協会や種子組

合を通じて普及促進を図っていくとお聞きをして

おります。 

  また、県のホームページでも県の対応に対する

質問に対し、国は種子法を廃止した後も水稲など

の種子生産について都道府県の役割を位置づけ、

優良な種子の供給に必要な財源を確保することと

していること、また、都道府県が主要農作物の種

子生産にかかわっていく上での留意事項を国が改

めて示すこととなっており、山形県は品種開発を

継続するとともに、主要農作物種子の安定生産及

び供給に寄与していくとの回答をしております。 

  このため、本市の農業生産について当面は大き

な影響はないものと考えておりますが、県やＪＡ

など関係機関からの情報収集に努めながら、今後

の状況を注視してまいりたいと考えております。 

  私からは以上であります。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、本市における

公共交通とタクシーの役割についての御質問にお

答えします。 

  前橋市の例につきましては９月定例会の一般質

問で御紹介いただきましたので、その後ホームペ

ージでその取り組みを拝見させていただいたとこ

ろであります。 

  前橋市においても自動車依存型社会の進展や超

高齢化、高齢者ドライバーの増加による自動車関

連事故がふえるなどの懸念、さらに鉄道及びバス

利用の経年的な減少による路線存続の危機など、

本市と重なる現状や課題が公共交通マスタープラ

ン策定の背景として挙げられているようでありま

す。 

  こうした課題を解決するため、民間交通事業者

との役割分担を行いながら、鉄道やバス、タクシ

ーなどの多様な交通機関が集まる駅などの機能強

化やバス路線の再編成など、持続性、機能性の高

いまちづくりに取り組むための指針を明確に示し

ながら、これからの公共交通の将来像を明らかに

しているマスタープランは本市においても大変参

考になると思っております。 

  実際にバス乗降調査や公共交通に関するアンケ
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ート調査を通じて、使用状況とニーズ、課題を把

握し、鉄道、バス、タクシーなどの役割や今後の

あり方を明らかにし、目指すべき姿と目標の設定、

その目標の実現に向けた継続的な施策展開が行わ

れており、その結果、地域住民の多様な移動ニー

ズに対応し、円滑に移動できる環境づくり、郊外

部からの中心地域や駅周辺拠点エリアに人の流れ

をつくる環境づくりにも生かされているようであ

ります。 

  現在のところ、本市においては前橋市が策定し

たような将来像を示す中長期的な計画は策定して

おりませんが、高齢化社会が進展していく現状に

おいて地域の実情と輸送機能の特性に即した適切

な交通手段を選択できるような、便利で快適な公

共交通の必要性は今後ますます高まっていくもの

と想定されます。 

  そのためにも、公共交通政策に係る中長期計画

策定はもちろん重要でありますが、まずは民間事

業者と連携しながら交通弱者の足をどう確保して

いくかなど、市民の方々に優しく安全でわかりや

すい細やかな公共サービスも検討し、持続可能な

公共交通体系の実現を進めていく必要があると考

えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

  〔杉浦隆治建設部長登壇〕 

○杉浦隆治建設部長 私からは、３の空き家対策に

ついて、対策を進めていく上での課題をどう捉え

ているかについてお答えいたします。 

  空き家につきましては、御案内のとおり人口減

少、少子高齢化等を原因として今後急速に増加し

ていくことが予想されております。 

  対策を進めていく上での１つ目の課題として、

空き家の発生予防と利活用の促進があります。 

  この課題に対応するためには居住段階から利活

用や相続登記の促進など、空き家の発生を予防す

るための啓発や所有者が必要とする情報を円滑に

提供する仕組みなどが必要であると考えておりま

すので、今後相談会の開催や高齢者世帯などを対

象にした情報パンフレットの送付など、さまざま

な媒体を活用した啓発の取り組みを行っていきた

いと考えているところであります。 

  ２つ目の課題として、所有者による適正な管理

と管理不全空き家への対策があります。 

  管理が不全な空き家で周辺に危険を及ぼすおそ

れがあるものについては、所有者に指導助言を行

い、危険の排除を促すものでありますが、所有者

が経済的に解体や補修を行うことが困難なケース

が多くありますので、現在も実施しております市

からの解体補助金や民間との連携により資金の借

り入れなどについての活用が図られるようにして

いくことが必要であると考えております。 

  ３つ目の課題でありますが、２つ目の課題と関

係いたしますが、所有者への指導助言を行う際に

所在が不明で連絡ができない、相続が適切に行わ

れておらず指導助言を行うべき相手がわからない

ということが挙げられます。 

  これらについては、場合によっては所在の調査

が困難なところに緊急に空き家への措置が必要な

状況がありますので、その際には条例に基づく応

急措置や裁判所に管理人の選任を申し立てる不在

者管理人制度の活用などを検討してまいります。 

  また、今年度実施した実態調査により空き家の

所有者の約４分の１が県外に住んでいるというこ

とがわかりました。所有者が遠方であるとどうし

ても管理の頻度が低くなり、空き家の老朽化が進

んでしまいます。特に本市は豪雪地帯であるため、

冬期間は雪おろしの問題が発生しますので、民間

の事業者と連携を図り事前に管理の契約を結んで

いただくなど、空き家による事故が発生しないよ

うな取り組みが必要になってくると考えておりま

す。 

  そして、アンケート調査結果からわかった課題

でありますが、１つ目として空き家の所有者によ

る解体や利活用が進まない大きな原因として解体

費用の捻出が困難、家財の処理が困難、解体する
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と固定資産税が上がる、相談先がわからないとい

うことが主たるものであることがわかり、経済的

な問題と情報不足という課題が浮き彫りになった

ところでございます。 

  ２つ目に、空き家となる原因は居住者の死亡や

施設入所が大部分を占めていることから、少子高

齢化、核家族化による高齢者世帯の増加が空き家

発生の原因となっており、その対策が必要である

ことがわかりました。 

  また、現在、米沢市では空き家バンクを設置し

ておりませんが、多くの方から空き家バンク創設

を望む声がありました。これにより市場では流通

が難しいものも多くあり、市で運営する空き家バ

ンクに登録したいという方が多く存在することか

ら、空き家バンク設置の必要性が高いことがわか

ったところでございます。 

  これらの問題に対して、先ほども述べたとおり、

民間団体と連携をとり、相談窓口の周知、空き家

の管理や相続、利活用に関する啓発及び補助制度

や専門業者などの情報提供をさまざまな媒体で実

施するなど、支援の体制を整え、所有者の意識向

上と理解増進を図っていきたいと考えております。 

  また、空き家バンクについても利活用が図られ

るような仕組みづくり、運営について各団体等と

協議を行いながら検討していきたいと考えており

ます。 

  現在、「米沢市空家等対策計画」を策定しよう

としておりますが、御承知のとおり空き家となる

要因や発生する問題は多岐にわたり、その解決に

はさまざまな手法や幅広い対応が必要となってま

いります。先進地の事例を参考とし、地域組織、

不動産や法務関係の団体等と協力体制を連携し、

官民一体となった取り組みで、発生予防と適正な

管理、利活用対策、管理不全空き家対策を３本の

柱として空き家対策を実施していきたいと考えて

おります。 

  私からは以上であります。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） まずは御答弁ありがと

うございます。若干順番を変えまして公共交通と

タクシーの役割についてからお伺いしたいと思い

ます。 

  前橋市のマイタク制度、これは前回も御紹介し

ましたけれども、この制度は米沢市で行われてい

るデマンド交通、それから免許証の自主返納支援

事業、こういったものを包括した非常に手厚い大

きな制度ではないかなと思います。 

  若干内容を御紹介したいと思いますけれども、

ホームページのほうからの資料ですけれども、ま

ず対象が運転免許証を自主返納した方はもちろん

対象になっているけれども、そのほかに年齢75歳

以上の方あるいは年齢65歳以上で運転免許証をお

持ちでない方、それから障がい者、要介護・要支

援認定者、それから妊産婦など、先ほど答弁の中

では交通弱者という言葉が出ましたけれども、ま

さに交通弱者と言われる方々を対象にしている。 

  米沢市でデマンド交通、それから免許証の自主

返納で対象にしている方よりもずっと対象が広い、

そういうことが言えるかと思います。 

  それから、デマンド交通との違いですけれども、

運行エリアは乗車地、降車地、いずれか一方が前

橋市である運行であれば支援の対象とするという

ふうになっておりまして、デマンド交通で区域を

区切られているものではない。言ってみると全市

域が対象だと。しかも、どちらか一方であればい

いというふうなことであります。 

  こういったことで、全国的に大変手厚い制度だ

というふうに言われておりますけれども、率直に

言ってこういった制度をどのように感想をお持ち

でしょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 私も前橋市のマイタク制

度を拝見させていただきました。非常にシンプル

で使いやすい制度であると、わかりやすい制度で

あるというところで感想を持たせていただいたと

ころであります。 
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  課題としては、実際私のほうからも前橋市の御

担当の方にこの状況についてお聞きしました。非

常に興味がある制度だったので。前橋市さんは御

承知のとおり米沢市の４倍ぐらい人口もある中核

市でありますが、やはり課題的には今後の財政負

担だというようなところで、思ったよりも財政負

担はかかっているというような状況であります。 

  そのようなところで、非常に制度的には私も先

ほども申し上げましたようにいいという感想を持

っておりますので、これをある程度例えば福祉的

な考え方とか、そういうようなところで条件を限

定して、そのようなところで前向きに検討はでき

るんではないかと思っておりますが、一番はやは

り財政的な負担が相当大きいというふうなところ

であります。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 財政につきましては前

回、前橋市のほうの総額事業予算ということで、

私も電話でお聞きをしまして聞いた中身を御紹介

したところです。 

  29年度当初予算額としては、マイタク制度その

ものについては１億2,000万、それから、そのほか

にバス路線等の委託料等もありまして、それに３

億円強ということで、４億2,000万円以上かかって

いる。マイタク制度については募集が多ければ補

正をさらに追加するんだというお話でありました。 

  これは先ほど人口の話がありましたけれども、

人口１人当たりで割り返してみますと、私の試算

ですけれども、前橋市では1,242円で、米沢市は937

円というふうなことで、この金額については９月

の定例会でもお示ししたところです。 

  確かに財政面は課題だというふうに思いますが、

ぜひともそれは前向きに前橋市のマイタク制度を

目標にして手厚い制度を構築していっていただき

たいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 １人当たりのかかる費用

というものはなかなか単純には比べられないんだ

ろうなと思っております。もちろんこれがいい例

かなんですが、例えば除雪経費とか道路の延長等

も全く違いますし、そのようなところで１人当た

りの金額をもってというのはちょっと一概には言

えないと思っております。 

  やはり、御承知だと思うんですが、例えば障が

い者の方には一部このようなタクシーの支援も行

っているというようなところもありますので、な

かなか一概に全ての方、ある一定の条件を満たし

た方全てにというのはなかなか難しいとは思いま

す。 

  したがいまして、やはりどの程度このようなも

のが取り入れられるのかというものは、繰り返し

になりますが、今後の財政負担も考えながら、そ

のようなところで検討していくべきと考えており

ます。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 財政全体のことを考え

れば対象をどういうふうにするのか、そして、そ

の支援の中身、タクシーの助成金額の中身、これ

にもかかわってくるものだと思います。 

  マイタク制度のほうの支援内容ですけれども、

事前に登録が必要で、その登録者が複数でタクシ

ーに乗車したときはタクシー運賃に対して１人１

乗車につき最大500円を支援。それから、登録者が

１人でタクシーに乗車したときはタクシー運賃の

半額を支援。ただし、支援額の上限は１運行1,000

円まで。そういうふうな支援の中身になっている

わけです。 

  このあたりは制度をどういうふうにつくってい

くか、それはもちろん予算との絡みもありますで

しょうし、ただ、対象者をどうしていくか、それ

から、その中身をどうしていくか。これはやはり

米沢市独自で考えてどうやっていくかということ

はあり得る話だと思いますが、ぜひとも前向きに

考えていただきたいと思います。 

  そのタクシー利用補助を求める声というのは、

やはり市民の間でも大きくなっているんではない
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かなと思います。 

  米沢市地域公共交通会議は年に２回ほど開かれ

ている会議なわけですけれども、その会議録を見

させていただきました。ことし８月24日の会議、

我妻部長は欠席だったようでありますけれども、

その中では委員の中からバスだけでなくタクシー

も使えるようにしてほしい。それから、山上、田

沢で乗り合いをしている人もいるが、１人で乗り

たいという人、乗り合いを利用されない人もいる、

タクシーでも使えれば。そういうふうな意見が出

たことが会議録にも載っております。 

  また、自主返納支援事業を４月からやっておる

わけですけれども、なかなかこれバス等、デマン

ド交通の回数券を補助するという中身になってお

りまして、これをぜひタクシー利用補助にという

声も上がっているんだろうと思います。 

  前回の質問では来年度もこの自主返納支援事業

をやっていくんだというふうなお話でしたけれど

も、ぜひ来年度に向けてタクシーの補助というこ

とで考えられないかどうか、検討できないかどう

か、そのあたりはいかがでしょうか。 

○島軒純一議長 後藤市民環境部長。 

○後藤利明市民環境部長 あしたの皆川議員の御質

問でも同様な御質問を賜っているわけでございま

すけれども、確かに４月以降さまざまな御意見を

いただいておりますので、御意見、御要望を踏ま

えながら来年度より支援内容の選択肢をふやせる

ような検討を現在しておりますので、可能であれ

ば来年度予算のほうに反映したいと考えておりま

す。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 前橋市のほうでマイタ

ク制度を実施している方の感想といいますか、そ

れも紹介されている資料がありますので御紹介し

たいと思いますが、ある方は81歳の御夫婦です。

平均すれば月に３往復程度、病院や駅に行くとき

に使っていると。自分で車を運転することもあり

ますが、目が悪くなっているので私も家内も雨の

日や夜は運転しません。マイタクがあって助かっ

ていますと。 

  それから、83歳になる友達を紹介して、その友

達が免許を返納してマイタクを使っていると。そ

の友達は病院や買い物だけでなく、楽しみのため

にも使える。友達と何人かで相乗りして出かける

方もいらっしゃると。そういうふうなことが紹介

されております。 

  ぜひとも、前橋市ほどの制度の手厚さをいきな

り求めるのは確かに無理があるかもしれませんけ

れども、タクシーの補助制度を取り入れるといっ

たことをぜひ前向きに考えていただきたいと思い

ます。 

  それで、前橋市の場合は公共交通マスタープラ

ンを策定しているということで先ほど言及があり

ました。米沢市では中長期的な計画はないんだけ

れども、何かしらそういったものをつくっていく

と。 

  米沢市の公共交通に対する政策、これは感想で

すけれども、やはり住宅建築でいうと増築、増築

で継ぎはぎ、継ぎ足しをしていっているような状

況ではないかなと思います。 

  聞き取りのときも担当者のほうからは対症療法

ということかというふうな話もありましたが、何

かあれば対症療法的なものになっていやしないか

と。 

  米沢市の公共交通はこうしていくんだというも

のがやはり大もとにないと、やはりそういうふう

な感想になってしまって、その場限りの政策とい

うふうになってしまうのではないかなと。しっか

りと検証して修正するところは修正する、そうい

ったことが必要だと思います。 

  前橋市の場合は当然マスタープランの計画をし

た上で、１年に１回進行管理をしていますし、３

年程度で評価改善、こういったものをしていると

いうことですので、ぜひ米沢市においても、公共

交通マスタープランというかちっとしたものでは

ないかもしれませんけれども、米沢市の公共交通
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はこうあるべきだという大もととなるものをぜひ

つくって示していただきたいと思いますが、再度

伺いますがいかがですか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 将来的にこうありたいん

だというような思い、願いを文字で書くというの

は可能かもしれませんが、現実的に果たして今の

制度、そして今のこのような関係の中でどこまで

それに向けてやれるのかというところもきちんと

現実的なところも見なければならないと思ってお

ります。 

  前橋市を拝見させていただきましたが、やはり

先ほどの繰り返しになりますが、財政規模はもち

ろん違うというほかにも、恐らく民間事業者との

関係も大きく違っているんだろうなと思っており

ます。 

  ＪＲの路線も相当走っておりますので、１時間

には１路線でも二、三便は通っているというよう

な駅が集結しております。 

  そのような中で、やはりまずは民間事業者の方

と話し合いをしながら今後の方向性をできるだけ

早い段階で打ち出していきたいというようなとこ

ろに取り組んでまいりたいと考えております。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 先ほども若干前橋市の

公共交通マスタープランに触れられて、その中を

紹介されておりましたけれども、市民へのアンケ

ート調査をしっかりとやっているということが１

つやはり大きな点だろうと思います。 

  米沢市の場合は米沢市民のバス利用に関して米

沢市民全体を対象としたアンケート調査はやられ

ていませんよね。特に利用していない人がなぜ利

用しないのかという観点から、利用している人だ

けでなくて、そういった人も含めてアンケート調

査すべきでないかということは前回も申し上げま

したが、総務文教常任委員会の調査報告書でもう

たっております。それをぜひ踏まえていただきた

い。 

  それから、時間とか路線の変更、見直し、その

アンケート調査も踏まえればそういったことも当

然出てくる中身でないかなと思いますが、路線と

か時間帯とか、そういったところの見直しがこの

間余りなされてこなかったというふうに思います。 

  ぜひとも要望をしっかりと捉えて、それを反映

していく、それが米沢市の公共交通といったもの

につながっていく。それで、どうしていくんだと

いう将来像をきちっと示して、そこを精査をして、

できないものはできない、なぜか、また、やって

いこうと、そういうふうな流れに持っていってい

ただきたいと思います。 

  項目を変えまして、空き家対策のほうに移りた

いと思います。 

  このたび空家等対策計画案が策定されまして、

間もなくパブリックコメント等が実施されて正式

なものになっていくんだろうと思います。この対

策計画案の策定、そして対策計画の策定というも

のが目に見えてきたというところは私も評価した

いというふうに思います。 

  けれども、もちろんその計画策定自体が目的で

はないわけでありまして、それをいかに実行に移

していくかといったところが問われるんだろうと

思います。 

  問題となる点を私も何点か挙げさせていただき

たいと思いますが、１つは所有者不明の空き家。

今回空き家となっているところの所有者に対して

アンケート調査をやられていますが、そのアンケ

ート調査の調査書を送れないような、いわゆる所

有者不明といった空き家等もあったのではないか

と思いますが、その辺件数等も含めていかがでし

ょうか。どの程度ありますか。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 今お話があったとおり、所有

者不明の空き家というものに対しては対策につい

て課題となっているところであります。 

  詳細な所有者については深く精査が必要になる

ところでありますけれども、今お話がありました
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今回一緒にアンケート調査をさせていただいたと

ころです。空き家の数、全部で1,186件ほどありま

したけれども、そちらのほうに送らせていただい

て約50件から送付不可能というような結果があり

ましたので、もちろんこちらのほう住所変更など

追跡調査も必要と考えておりますけれども、まず

50件近く送付不可能というような結果であったと

ころであります。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 前回の一般質問では土

地を対象にしてお伺いをしました。所有者不明土

地、相続未登記。そういう新聞報道がなされてお

ったということで、土地を対象にした質問だった

わけですけれども、同じことが空き家建物につい

ても言えると思います。 

  空き家対策計画案の中にも書かれていますが、

この４月に山形県行政書士会と協定を結ばれてい

ますよね。その中身をちょっと教えていただけま

すか。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 ただいまお話があったとおり、

行政書士会さんのほうと空き家の有効活用、適正

維持管理の推進のための所有者や相続人の調査等

の協力、そして意識啓発活動を協力して行うなど

の取り組みについてことし４月に協定を結ばせて

いただいたところであります。 

  そして、現在、空家等対策計画策定のために行

政書士会さんからも検討委員として参画していた

だきまして、計画内容について検討をしていただ

いているところでございます。 

  今後についても具体的な連携した施策について

協議を行って進めてまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 所有者不明の土地や家

屋、空き家、そういったものの所有者を調査して

いく、これは戸籍調査になるわけですけれども、

米沢市の場合は山形県の行政書士会と協定を結ん

だと。 

  報道によりますと山形県行政書士会が自治体と

締結したのは４月時点で山形市に続いて米沢市が

２件目となっております。 

  一方では、上山市ですけれども、10月には司法

書士会と協定を結んでいます。１点確認したいん

ですが、所有者不明の物件、不動産の所有者を調

査していく、戸籍調査になるわけですが、これは

司法書士の方、今回は米沢市は行政書士と協定を

結んでいますので、行政書士の方が戸籍調査する

ことは可能ですか。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 所有者の特定、そして相続人

調査については、今お話のあったとおり戸籍を調

べていくことが必須となっております。こちらの

ほう、戸籍法のほうで弁護士さん、司法書士さん、

そして行政書士さんのほうに委託した場合、戸籍

を調べることができるというふうになっておりま

すので、今後所有者の特定、相続人調査を司法書

士の方あるいは行政書士の方に依頼し、調査する

ことは可能と考えているところであります。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 前回も申し上げました

が、相続については時間がたてばたつほど複雑化

していくということだと思います。 

  実際に先ほど50件ほど所有者不明の空き家があ

ったというお話ですので、もう積極的にこの空き

家については相続人調査をやっていくべきだと思

いますが、いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 先ほどお知らせした件数、ア

ンケートが届かなかった件数というふうなことで

お知らせしたところであります。 

  そして、実際に所有者が不在あるいは不明とい

うようなところは今後税サイドのほうと連携した

早急な調査とか、あるいは行政書士さん、司法書

士さん等に協力依頼するなどして、緊急な空き家

のほうから優先的にタイムリーに進めていきたい
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と考えているところです。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） ぜひともそこは積極的

にやっていただきたいと思います。くどいようで

すけれども、時間がたてばたつほど相続人の数は

ふえていくわけで、これはしっかりとやっていた

だきたいと思います。 

  一方で、前回も申し上げましたが、相続ができ

ない、相続なされていないというところが１つ問

題だということなんですが、市として対策として

できることについて長岡市の例を紹介をしました。 

  窓口対応を長岡市では丁寧にやっているという

ことで、それを質問したときには総務部長はメモ

で一生懸命とられておったような記憶があります

が、米沢市では窓口対応を相続について、登記に

ついてどういう対応を、対応を変えられましたか。

いかがですか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 基本的には私どもの台帳を市

が勝手に変えることができませんので、本人から

の申請に基づくなど、書類を根拠に行っていくわ

けでございます。 

  ただ、共有部分についてはさまざま文書等を発

送しまして、その内容を確認した上で取り組むと

いうことにしたいとは思っているところでござい

ます。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 相続調査のほうではな

くて、亡くなって届け出に来られる方、家族の方

もいらっしゃれば業者の方もいらっしゃるわけで、

その方が窓口においでになったときに長岡市では

相続登記ということも手続が必要ですよというこ

とを丁寧に説明をしているということなんです。 

  米沢市では御家族が亡くなられたら該当する手

続を行ってくださいという一覧表を窓口で配って

いるわけですけれども、そこに相続登記について

は備考にちょっと書かれているだけなんです。そ

れなので、実際に相続登記というものが必要なの

かどうかわからなくている御遺族の方もいらっし

ゃるのではないかなと思います。 

  ですので、ここは、この表はあくまでも米沢市

でやる手続の一覧表だという担当のお話でしたが、

そうではなくて、実際に相続登記というものが必

要だというところを丁寧に市のほうの窓口でもお

いでになった方にお話しすべきでないかと。長岡

市では実際そうやっていますよということなんで

す。ぜひこれはすぐにでもできることだと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 そのように進めたいと思いま

すが、相続関係につきましてはその御家族の状況

が複雑な場合が相当ございます。親子関係、兄弟

かかわらず、相当困難な事例もあるようでござい

ます。距離的に離れている場合も含めてです。 

  ですので、私どもとしてはそういったパンフレ

ットを根拠にさまざま御説明を申し上げたいと思

いますが、なかなかこの問題については複雑であ

りますので、もう少し結果が出るまで時間がかか

ると思いますので、その辺についてはよろしくお

願いしたいということでございます。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 相続登記の必要になる

場合がありますよと、亡くなった方が登記名義人

になっていませんかというふうなお話くらいは私

はできると思うんです。そのことを丁寧にやって

くださいと申し上げているわけです。 

  もう一つ問題点として申し上げたいのは、いわ

ゆる空き家予備軍の関係です。先ほども問題点と

して挙げられておったように思います。これは先

月22日に米沢地区農業関係団体による農政懇談会

を議員みんなで開いたところに私も参加をしまし

た。 

  その中である委員がおっしゃっていたのは、耕

作放棄地になりそうだ、空き家になりそうだとい

う場合に相談窓口はどこなんでしょうかというふ

うなことが実際質問が出ています。相談窓口はど
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こにありますか。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

○杉浦隆治建設部長 空き家の相談の窓口につきま

しては、現在建設部都市整備課のほうに総合窓口

として設置しておりますので、各種御相談を受け

付けているところであります。 

  今お話がありましたけれども、空き家の相談に

はさまざまな分野の問題が伴いますので、まずも

って相談内容をお聞きした上で専門の部署のほう

に御案内して、総合的な対応を行っていく、図っ

ていくというふうにしてまいりたいと思います。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 先ほどの例でいきます

とまずは都市整備課だと。ですけれども、単なる

空き家ということにプラスして耕作放棄地になり

そうな土地の問題もあるということですので、窓

口で一旦受けて農林課、農業委員会等に紹介する

ということになるのかなということでよろしいん

ですね。 

  その場合に相談結果を、どういうふうな相談内

容で、どういうふうに納得して帰っていかれたか、

どういうふうな処理をされる予定になるのか、そ

ういったところをやはり一元的に把握をする。そ

れがいわゆる空き家予備軍に対する情報の把握と

いうふうなことになっていくんだろうと思います

が、そのあたりは新たにシステム等も導入されて

いるわけですから、そこはしっかりとやっていた

だきたいと思います。 

  空き家対策として定住・移住促進政策とのかか

わりというものがやはり出てくるんだろうと思い

ます。この議会でも何人かの議員の方がその政策

について質問しました。 

  対象となるのはやはりそういった場合若年層や

高齢者層になってくるのかなと思うわけですけれ

ども、ここで米沢市の人口ビジョン、平成28年３

月策定なんですが、結婚を支援するために米沢市

に期待する取り組みは何かというアンケート調査

をしています。その第３位に新婚家庭への住まい

への支援を求める、これが第３位になっています。

回答者284人で回答率がその34.9％。結婚までの支

援、それから結婚されて子供ができてからの支援、

結婚された直後の住まいへの支援、そこをこのア

ンケートの回答者は求めているわけです。 

  なかなか米沢市はこれまで結婚直後の家庭の支

援というものが薄かったんではないかなと思いま

すが、一方で11月15日の山形新聞で遊佐町の取り

組みを取り上げています。 

  町が10年間借り上げた空き家を上限350万円で

リフォームして移住者に貸し出す事業。こういっ

たことによって遊佐町の人口動態、社会動態がプ

ラスになっているというふうな記事です。特にゼ

ロ歳から15歳の社会動態については2011年度以降、

2016年度までプラスというデータもついておりま

す。 

  若年層対象の施策、空き家対策の一環としての

施策、こういったものも必要であると思いますけ

れども、この遊佐町の取り組み、新聞記事を見ら

れておるかと思いますが、いかが感想をお持ちで

しょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 各市町にとってどのよう

な施策、目的でというようなところはそれぞれ違

うと思います。 

  米沢市の場合、御承知だと思うんですが、圧倒

的に社会動態でマイナスが10代後半から20代であ

ります。そのほかの年齢構成においてはほとんど

マイナスではないと、プラス・マイナス・ゼロを

推移しているというふうなところで、実際にその

原因としては都会のほうに大学に行かれて戻って

こない、学校を卒業してそのまま就職されると、

県外に出られる、市外に出られるという方が圧倒

的に社会動態の減の要因でございますので、本市

としてはそこに最大限力を入れていくと、雇用の

確保という観点で取り組んでいるところでござい

ます。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 
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○１９番（太田克典議員） 空き家を借り上げてリ

フォームして貸し出すという点についてはいかが

でしょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 行政としてどこまでやる

かというのはそのそれぞれの自治体によって考え

方が違うというように思います。私どものほうは

空き家の取得に対しては支援を行っていると。そ

して、移住された方には加算額を加算をして支援

を行っているという制度を今年度も行っていると

ころでございます。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 効果として社会動態が

どうなっているのかというところはぜひ数値とし

て示していただきたいところだと思います。 

  年齢別の月別の社会動態はすぐ出てくるデータ

がなかったようで、紙データのものから集計して

私は見ましたけれども、遊佐町のようなわけには

いっていなかったというところです。 

  市長は昨年９月の定例会の一般質問で最後にこ

うおっしゃっています。「確かに先進的に取り組

んでいる地域からしてみますと、ちょっとおくれ

ているなという率直な感じは持っております。し

かし、こういう例えは何でしょうけれども、１周

おくれてもトップを走られるようなそういう取り

組みを、今後しっかりと取り組んでいきたいと考

えております」というお話です。こうおっしゃっ

ていますので、今後ぜひ空き家対策、トップとな

れるような、そういうふうな対策をしっかりと打

っていっていただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○島軒純一議長 中川市長。 

○中川 勝市長 今年度ようやく空き家の実態調査

もおくればせながら終わったところであります。

そして、今後、空き家の実態を調査したことを受

けてどのように活用していくかと。先ほど企画調

整部長からお話ありました支援の部分もあります

けれども、しかし、これから若者の定住とか今お

っしゃったような新婚に対するそういった支援と

いうものも一定程度考えておく必要があるという

ふうに私は思っておりますので、今後部内でしっ

かりと検討しながらどのように進めていくかとい

うことにつきましては検討をさせていただきたい

と思います。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 喫緊の課題となってお

りますし、市民の関心も非常に高いと思いますの

で、ぜひともしっかりと取り組んでいただきたい

と思います。 

  種子法の廃止に関連する質問に入ります。 

  先ほど答弁がありました。山形県のほうの状況

を御紹介いただきました。当面は影響はないだろ

うというふうなことをおっしゃっておられるわけ

です。 

  この主要農作物種子法廃止について京都大学大

学院経済学研究科の教授の方が、経過と問題点を

非常に詳しく文章としてまとめておられて、それ

がインターネットで見られるようになっておりま

す。 

  その中で掲げられている問題点を何点か御紹介

したいと思います。 

  まず、予算の問題です。これまではこの法律を

根拠に、以前は補助金だったものが一般財源、地

方交付税として生産流通振興費への上乗せとして

都道府県に交付されておったと。この予算が安定

的に確保できるのかどうか。 

  それから、今回の種子法廃止が農業競争力強化

の一環として行われたものであるということ。 

  それから、都道府県における品種開発や奨励品

種制度の継続が果たして今後できるのかどうか。 

  それから、種子計画が一体どうなっていくのか。 

  それから、先ほども心配の向きとしてありまし

たけれども、外資参入への懸念。遺伝子組み換え

や子孫を残せない種であるＦ１あるいは優生不稔、

そういったものとのかかわりも出てくるかと思い

ますが、外資参入への懸念。 
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  それから、何より今回の種子法廃止が生産者の

所得向上、いわゆる生産資材価格の低下と農業競

争力の強化といったものにつながるのかどうか。

こういった問題点を掲げています。 

  市長はこの種子法廃止を御存じだったでしょう

か。 

○島軒純一議長 中川市長。 

○中川 勝市長 詳しくは承知しておりませんでし

たけれども、種子法の廃止ということは承知して

おりました。 

○島軒純一議長 太田克典議員。 

○１９番（太田克典議員） 成立の経緯を見ますと

大変国会での審議時間も短い、委員会審議の翌日

には本会議で採決されるというふうな日程を踏ん

でいるようです。 

  なかなか私たちも知らなかった、知らされてい

なかった、そういうふうな中身だと思います。質

問の項目として本市農業などにどのような影響が

考えられるかと。 

  「など」とあえてつけさせていただいたのは、

やはり農業関係者だけの問題でなくて、私たち一

般市民、特に食にかかわってくる部分ですから、

そういったこともあって影響というものが及ばな

いのかと、及ぶんだろうなと、どうなんだろうと、

そういうふうな観点でありました。 

  先ほど県の動きということで当面は影響ないと

いうふうな回答だったと。当面はというふうなお

話です。国会審議の中で政府は当面の予算確保を

約束している。都道府県はその約束を信じて当面

は継続して一般財源、地方交付税から必要な予算

を確保してこの事業を進めていくことになるだろ

うと。 

  しかし、その当面というのは一体いつなのか。

３年後なのか５年後なのか10年後なのか。そうい

った問題はあろうかと思います。そこははっきり

しない。 

  県としてはいきなりこれをやめたんでは、今ま

での事業から手を引いたんでは影響が大きいとい

うことで、山形県の回答を先ほど御紹介いただき

ましたが、ほかの県でも同じようにしばらくはや

っていくんだというような回答を寄せている県も

報道等でなされているところです。 

  ただ、こういうふうなことで根拠法がなくなっ

たので、言ってみるとやはり当面がいつまで続く

のだというところは心配だろうと思います。今後、

私たちもしっかりと監視をしていかなければなら

ないだろうと思います。 

  最後ですけれども、この主要農作物種子法廃止

に伴って参議院の委員会で附帯決議がなされてい

ます。その附帯決議を紹介している資料がありま

すが、これはＪＡ静岡中央会、静岡県農政対策委

員会の農政情報というものです。 

  附帯決議の中身。種子法廃止による種子生産の

縮小や外資等の一部の民間業者による種子の独占

等の懸念があることから、４月13日木曜日の参議

院農林水産委員会において種子法廃止で都道府県

の種子の生産、普及に係る取り組みについて財政

的な影響が生じないよう万全を期していく必要が

あることや、種子の国外流出の防止、外資による

種子の独占を防止することを求める附帯決議を採

択したと。このことがＪＡ静岡中央会、静岡県農

政対策委員会の農政情報に掲載されております。

これはインターネットで見られる情報です。 

  繰り返しになりますけれども、やはり私たちも

今回の種子法廃止、当面は影響ないというお話の

ようでありますけれども、実際どうなっていくの

かきちっと国の動き、山形県の動き、そういった

ものを監視していくということが必要なんでない

かなということを思います。 

  そのことを私たち議員もしっかりと捉えたいし、

市民の皆さん方にもぜひ関心を持って見ていって

いただきたいということを申し上げまして私の質

問を終わります。ありがとうございます。 

○島軒純一議長 以上で19番太田克典議員の一般質

問を終了し、暫時休憩いたします。 
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午後 ０時０９分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 １時０９分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、本市の歴史記録の保存と活用について外

２点、７番高橋壽議員。 

  〔７番高橋 壽議員登壇〕（拍手） 

○７番（高橋 壽議員） 私の質問は３点です。 

  最初の質問は、米沢市の歴史記録を映像で保存

し活用すべきではないかという提案です。 

  今日、デジタル化の技術が普及し、手軽に、そ

して安価にデジタル映像で記録編集できるように

なりました。米沢市の行政記録、市民生活を従来

の文字記録で保存すると同時に、デジタル映像で

市史として保存し、同時に観光、教育など市の行

政に活用できるようにすべきではないでしょうか。 

  デジタル映像の記録と保存については2009年、

平成21年９月議会で提案をさせていただきました。

その活用については2006年、平成18年９月議会で

提案させていただきました。 

  そして、答弁もいただいておりますが、それか

ら10年、８年と経過した現在、どのような取り組

みとなっているのか、改めてお伺いをしたいと思

います。 

  次の質問です。上杉鷹山を児童生徒、市民が学

ぶ機会を行政はどう提供し、市勢発展に生かして

いくのか、お伺いをしたいと思います。 

  本市のブランドコンセプトを「鷹山公のＤＮＡ

『挑戦と創造』の力で、次の米沢をつくる。」と

すると先日説明がありました。米沢ブランド戦略

では「上杉鷹山の精神「なせば成る」が息づく都

市」とし、「時代を超えて、米沢市民のなかに精

神として息づいている。米沢市の地域づくりにお

ける欠かせないキーワードであり、まちのイメー

ジを形成していく精神的な資源として、今後も重

要性を増していくと考えられる」としています。 

  とすると、上杉鷹山や鷹山の精神を児童生徒、

市民が知る、あるいは学ぶこと、行政はその機会

をどのように提供できているのか、できるのかも

私は大事だというふうに考えますが、いかがでし

ょうか。 

  また、鷹山のＤＮＡを市の産業、観光、人材育

成に生かそうとお考えなのだというふうに思いま

すが、どのようにしていかれるのか、お伺いをし

たいと思います。 

  上杉鷹山と米沢市を全国に発信する手だての一

つとして、ＮＨＫ大河ドラマにしてもらうことも

有効なことと考えます。前市長はＮＨＫに働きか

けていると述べておりました。 

  中川市長になってからの働きかけなど、これま

であったのかどうか、お伺いをしたいというふう

に思います。 

  第３点目の質問は、来年度以降の国民健康保険

と介護保険がどうなっていくのかという質問です。 

  国民健康保険は来年度から都道府県単位化に移

行することになります。市町村国保の会計が県の

国保会計に移行します。これまで直接市町村に交

付されていた交付金のほとんどが県の国保会計に

交付され、県が市町村国保会計を運営することに

なります。 

  市町村の国保の税率は県が決める各市町村納付

金額に従って市町村が決めることになり、市町村

が税率を決める際の裁量は大きく狭められること

になります。 

  後期高齢者医療広域連合のように市町村の加入

者の声が国保の運営にほとんど届かない、国・県

の言うことに従う自治体には保険者努力支援制度

など、いわゆるインセンティブをつけた各種交付

金が加配されることになります。 

  県は来年度の県内市町村の第３回目の納付金の

仮算定額を11月16日に開催された県の国保運営協

議会に示しました。米沢市はこの納付金額を参考
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に来年度の保険税率を決めることになります。 

  市町村独自の保健事業、減免などの財源は保険

税率との関係でどうするのか、市町村基金はどう

するのかなど、来年度の国保、特に国保税率はど

うなるのか、お伺いをしたいと思います。 

  来年度以降の介護保険制度について伺います。 

  来年４月から以後３年間の第７期介護保険事業

計画が始まります。今年度はその事業計画の策定

作業が進められています。しかし、今日まで議会

にも、当然市民にも何ら報告されないままになっ

ています。 

  来年４月からの事業の開始、特に保険料がどれ

だけ値上げになるのかは重大な市民の関心事です。

ことし６月の法改正によって来年８月からは年収

によって高齢者の利用料が２割に引き上げられた

ものがさらに３割へ引き上げられることになって

います。 

  事業内容にしても既に特養ホームの入居は要介

護３以上に制限され、待機者カウント数が減少し

たことで要望の高い特養ホーム増設に抑制効果を

招くことになっています。 

  今年度からは要支援１、２の訪問介護と通所介

護は日常生活支援総合事業、いわゆる新総合事業

へ移行し、米沢市では当面は現行サービスと同様

のサービスを提供することにはしていますが、３

年後には介護の専門性を無視したボランティアな

どを活用した緩和型のサービスの提供を目指して

いくとしています。 

  政府の経済財政再生計画工程表ではさらに要介

護１、２を総合事業に移し、訪問介護の生活援助

サービス、福祉用具貸与や住宅改修などを原則自

己負担にすることなどが打ち出されています。 

  したがって、米沢市の第７期介護保険事業は介

護サービス事業の抑制と、一方では介護保険料の

値上げといった、介護を必要とする高齢者と家族

にとって厳しい事態のもとで策定しなければなら

なくなっています。 

  次期の第７期の介護保険事業はどうなっている

のでしょうか。議会と市民に明らかにすべきでは

ないでしょうか。いかがでしょうか、お伺いした

いと思います。 

  以上３点について答弁を求めます。 

○島軒純一議長 大河原教育長。 

  〔大河原真樹教育長登壇〕 

○大河原真樹教育長 初めに、本市の映像資料の保

存活用の現状と今後の対応ということで、教育委

員会が所管する米沢市視聴覚センターの状況につ

いてお答えいたします。 

  視聴覚センターは、視聴覚機材及び教材を収集、

整備し、一般市民の利用に供するとともに、その

開発及び推進を図るため設置されています。 

  ８ミリ・16ミリフィルム、ＶＨＳ、スライドと

いった古いメディアで記録された地域映像、昭和

中期から平成初期のものを保存し、希望する個人

や団体に貸し出しをしています。平成23年には古

い映像資料の一部をデジタル化し、汎用性の高い

ＤＶＤを作成いたしました。 

  現在、草木塔、綱木の獅子踊りといった置賜地

区自作視聴覚教材コンクールの出展作品を含むＤ

ＶＤ約190本が貸し出し可能となっております。 

  なお、山形の獅子踊り、深山和紙など、郷土資

料としてのＤＶＤ作品については、ナセＢＡの図

書館に収蔵し、貸し出し対応をしているところで

ございます。 

  また、現在、米沢市視聴覚研究員の提案により、

私たちが何気なく見ている米沢の今を30年、50年

後の次世代に伝えるため、視聴覚教材収集の一環

としてデジタル画像及び映像を撮影し、保管する

米沢の今を未来に伝える事業を検討しております。 

  これはニュースになるような大きな出来事では

なく、日常の風景や町並みを映像で残そうとする

ものであります。まだまだ手探りではありますが、

少しずつ資料をふやし、デジタルライブラリー化

につなげていきたいと考えております。 

  今後ともできる限りの保存に努めるとともに、

時代に即した記録メディアへの移行を図ってまい
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ります。 

  次に、小中学校における上杉鷹山公に関する学

習の状況についてお答えいたします。 

  教育委員会では市内に残された多くの歴史的・

文化的遺産や先人たちの功績などを教材化した社

会科副読本や道徳副読本を独自に作成しておりま

す。学校ではこの副読本を活用しながら、鷹山公

の功績や生き方を初め、地域の歴史や文化につい

て積極的に学ぶ機会を設けています。 

  社会科副読本では「郷土を開く」という単元を

設定し、鷹山公が奨励した産業や人材育成として

開校した藩校興譲館、長年にわたって行った治水

事業など、鷹山公の数々の功績について学んでい

ます。 

  道徳副読本では、鷹山公の教えや精神から多く

の道徳的価値を見出し、みずからの生き方や考え

方に生かそうとする姿勢や米沢を誇りに思う郷土

愛を育んでおります。 

  また、各小中学校では体験的な地域学習にも力

を入れています。鷹山公にまつわる史跡や施設等

を訪れ、自分の目で見たり、地域の方々の話を聞

いたり、肌で触れたりしながら学ぶ体験活動を大

切にしています。 

  子供たちが鷹山公について知り、理解を深める

ことは、ふるさとに対する誇りや愛着を持つこと

につながります。ひいてはそれが将来的な市勢発

展にもつながるものと考えます。 

  今後も郷土愛の醸成を大切にしながら、子供た

ちが米沢の未来を見据え、このまちで生きていき

たい、地元で頑張りたいと思えるような教育活動

を大切にしてまいりたいと思います。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、初めに本市の

歴史記録の保存と活用についてのうち、平成18年

に御質問いただいた趣旨が動画を姉妹都市交流の

ツールとして活用することについてだと理解して

おりますので、それについてお答えをいたします。 

  撮りためた記録動画を編集することで、制作し

た本市ＰＲ動画を姉妹都市に提供し、一般市民は

もとより学習教材として児童生徒に見ていただく

ことで、姉妹都市における本市への理解が深まり、

次世代までの末永い交流が期待できるとともに、

本市への関心が高まることで観光振興にもつなが

るなどの効果が期待できると考えております。 

  しかしながら、以前よりデジタル機器が安価に

なり、その取り扱いや撮影したデータの編集が容

易になったとはいえ、姉妹都市における本市への

理解や観光客誘致という効果が期待できる一定レ

ベルの動画を撮影、編集し、一つの作品として完

成させるには相当な時間と高い知識、技術が必要

であり、現状において動画撮影及び編集作業を日

常の業務として行うことは困難であると考えてお

ります。 

  現在、本市では東海市のローカルＦＭラジオ放

送局と提携し、毎月１回本市のイベントや最新情

報などを市民向けに放送いただいております。 

  また、本市のホームページでは各姉妹都市のホ

ームページにリンクできるように設定しており、

比較的容易に情報が入手できる環境になっており

ます。 

  したがいまして、当面は現状のまま情報交換を

密に行いながら、それぞれの住民にその情報を提

供することで相互理解、友好関係を深めてまいり

ますとともに、それと並行し地元のマスメディア

との連携、本市が県内民放テレビ会社に委託し制

作しているテレビ広報番組の二次活用についても

模索をしていきたいと考えております。 

  次に、上杉鷹山公を題材としたＮＨＫ大河ドラ

マの実現に向けた要望活動に係る御質問にお答え

します。 

  大河ドラマの実現に向けた要望につきましては、

行政が先導し、または単独で行うものではなく、

大河ドラマの実現に向けた市民の熱意や盛り上が

りが重要であると考えております。 
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  平成21年に放送されました直江兼続を主人公と

した大河ドラマ「天地人」の実現に当たりまして

は、市民有志によります「直江兼続公をＮＨＫ大

河ドラマに推進する会」が組織化され、この会が

中心となったＮＨＫに対する要望活動や市民に対

する啓発・広報活動などの推進運動が実ったもの

でありました。 

  市としましては、大河ドラマの実現に対する市

民の盛り上がりを注視し、その機運が高まった際

にはＮＨＫに対する要望や啓発・広報などの推進

運動について支援する方向で考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 武発地方創生参事。 

  〔武発一郎地方創生参事登壇〕 

○武発一郎地方創生参事 私からは、米沢ブランド

戦略の推進に当たってコンセプトに掲げた鷹山公

のＤＮＡをどのように学ぶ機会をつくると考えて

いるのかという御質問についてお答えいたします。 

  まず、今回の「鷹山公のＤＮＡ『挑戦と創造』

の力で、次の米沢をつくる。」というコンセプト

ができるまで、32グループ215名の市民の方にワー

クショップに参加していただき、さまざまな御意

見を伺うことができました。 

  そこでの意見をここで若干披露いたします。 

  中でも10代から30代を中心に多数の方が賛同し

ていただいたのが本案のベースとなった「鷹山公

のＤＮＡ『挑戦と創造の町、米沢』」というコン

セプトでした。特に挑戦と創造という言葉に未来

への可能性を感じ、変わりたい、変わらなければ

いけないといった変革への期待が示されました。 

  また、めり張りのある四季がもたらす豊かな自

然や厳しい冬の間の生活に工夫や知恵を組み合わ

せ、上質な産品を数多く生み出してきたことも、

観光誘客の魅力となっている温泉・秘湯を数百年、

1,000年近くにわたって守り続けてきたことも不

断の挑戦と創造の結果であり、米沢市民に脈々と

受け継がれる文化であると同時に、市民の根底に

培われている誇りなのだということが話し合いを

通じて共有、再確認されました。 

  今回決定したブランドコンセプトは、鷹山公に

代表されるような偉業をなし遂げた人だけではな

く、米沢に生きた名もなき人々の挑戦と創造の繰

り返しを現代に生きる私たちも先人と同じように

受け継ぎ、次の米沢をつくっていく、そういった

市民の決意が込められていると思っております。 

  人々が鷹山公より受け継いだそうした精神・火

種を端的にあらわしたものが「なせば成る」であ

り、鷹山公のＤＮＡといった言葉であると考えて

おります。 

  また、鷹山公を学ぶ機会につきましては、先ほ

ど教育長からの答弁のとおり、子供のころからし

っかりなされており、今回のワークショップに参

加いただいた市民の方々も十分知識を有している

と感じております。 

  よって、ブランド戦略の推進において改めて鷹

山公だけを取り上げて学ぶということは考えてお

りませんが、地域への愛着や誇りの醸成は重要な

テーマですので、市民が米沢の挑戦と創造を知る

ワークショップのようなもの、そういった事業は

準備していきたいと考えております。その中で鷹

山公の挑戦と創造について学ぶ機会も当然あろう

かと思います。 

  児童生徒についても、挑戦と創造のコンセプト

のもとで米沢のブランドを学ぶことを通じてどの

ような形で実施していけるか、教育委員会と協議

を進めていきたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

  〔渡部洋己産業部長登壇〕 

○渡部洋己産業部長 私からは、２の鷹山公の教え

を市の産業にどのように生かしていくのかについ

てお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず、観光面においては、鷹山公に特化したガ

イドマップなどは作成をしておりませんが、各種

パンフレットや観光ポータルサイトにおいて、人

物紹介はもちろんのこと、ゆかりのある名所旧跡
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をあわせて紹介をしております。 

  また、まち歩き観光ではガイドが案内するまち

歩きコースを造成しており、その中の一つに有料

のコースではありますけれども、籍田の碑や白子

神社をめぐる上杉鷹山公ゆかりの地を訪ねるコー

スを設定をしております。 

  また、ことしで６回目となったなせばなる秋ま

つりは、棒杭市を初め、草木塔祭や伝統市などで、

まさに鷹山公の時代から綿々と受け継がれてきた

米沢の歴史や文化に親しみ、その精神文化を体験

していただける機会として位置づけて実施してい

るところであります。 

  さらに、企業誘致活動におきましても、ことし

２月に東京で開催をいたしました企業立地セミナ

ーで上杉鷹山公についての講演を行っております。 

  また、毎年作成をしておりますカレンダーでも、

企業の方々の御要望もありまして、上杉鷹山公を

取り上げたカレンダーを作成しているところであ

ります。 

  このような形でさまざま上杉鷹山公の教えを産

業活性化のために生かさせていただいております。 

  私からは以上でございます。 

○島軒純一議長 後藤市民環境部長。 

  〔後藤利明市民環境部長登壇〕 

○後藤利明市民環境部長 私からは、３の平成30年

度以降の国民健康保険についての御質問にお答え

いたします。 

  平成30年度からの国保財政は、市町村から県の

国保特別会計へ国民健康保険事業費納付金を納め、

市町村の保険給付に必要な費用として県から市町

村へ国民健康保険給付費等交付金が交付される仕

組みとなります。 

  これまで市町村に交付されていた療養給付費等

負担金や普通調整交付金、前期高齢者交付金など

の公費の多くは、県の国保特別会計への収入とな

り、市町村が支出していた後期高齢者支援金や介

護納付金については県の収入となる公費や市町村

から納入される国保事業費納付金を財源として県

が支出します。 

  また、市町村は県への国保事業費納付金の納入

のほかに、本県においては納付金の対象外となっ

ている出産育児一時金や葬祭費の保険給付、また、

市町村が引き続き担うこととされている保健事業

などの歳出を国保税や市町村収入分の公費などの

歳入で、市町村の国保特別会計を運営していくこ

ととなります。 

  市町村が県に納める国保事業費納付金につきま

しては、国が示す仮の係数をもとに県が算定した

仮の納付金額が先月の中旬に公表されたところで

あり、確定納付金額は平成30年１月に示される予

定となっております。 

  本市では現在、県から示された仮の納付金額を

もとに平成30年度当初予算編成作業を行っており、

今後の収支見通しを立てながら平成30年度の国保

税率について検討を重ねているところでございま

す。 

  仮の納付金額をもとにした現時点での推計では、

少なくとも平成30年度の国保税率の引き上げは必

要ないものと考えており、状況に応じて税率引き

下げも検討する必要があると考えているところで

ございます。 

  今後、収支見通しの精度を高めるとともに、本

市国保運営協議会における御意見を初め、議会の

御意見も踏まえながら、さらに慎重に検討してま

いります。 

  私からは以上でございます。 

○島軒純一議長 堤健康福祉部長。 

  〔堤 啓一健康福祉部長登壇〕 

○堤 啓一健康福祉部長 私からは、３のうち来年

度以降の介護保険についてお答えいたします。 

  第７期介護保険事業計画の方向性と議論につい

て最初にお答えいたします。 

  米沢市介護保険運営協議会におきまして第７期

介護保険事業計画の策定に関する協議、検討を重

ねてまいりました。具体的には第６期計画の施

策・事業の評価と課題、主な保健福祉サービス等
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の実施状況、高齢者の介護保険や福祉施策等に関

する意識と生活実態の調査、それから第７期計画

の施策・事業の方針等について協議してまいりま

した。 

  これまで本市におきましては地域包括ケアシス

テムの構築に努めることを推進してまいりました

が、平成29年５月に成立した地域包括ケアシステ

ムの強化のための介護保険法等の一部を改正する

法律におきまして地域包括ケアシステムを深化・

推進し、高齢者の自立支援と要介護状態の重度化

防止を図るとともに、制度の持続可能性を確保す

ることに配慮し、サービスを必要とする方に必要

なサービスが提供されるようにすることが求めら

れております。 

  第７期計画の基本的な考え方としましては、上

位計画である米沢市まちづくり総合計画における

高齢者福祉施策に掲げた「生きがいを持って高齢

期を過ごせる長寿のまちづくりの推進」を基本理

念とし、これを実現するための基本目標を米沢市

の目指す地域包括ケアの姿である「高齢者が生き

がいを持ち、互いに支え合い、住み慣れた地域で

自立して暮らせる「わがまち米沢」」とし、事業

を推進してまいります。 

  第７期の介護保険料についてお答えいたします。 

  超高齢社会を迎え、第７期の介護保険料につき

まして本市としてどのように考えているかという

御質問でございますが、介護保険料の算定は事業

計画の計画期間である３年間の保険給付費及び地

域支援事業費を見込んで保険料収納必要額を算出

し、所得段階ごとの保険料負担額に応じて補正し

た第１号被保険者数で割ることで保険料年額及び

月額を求めております。 

  現在、国は平成30年度以降の介護報酬改定につ

いて議論しているところであります。介護報酬の

改定は介護保険料を算定する上で、保険給付費及

び地域支援事業費の見込み額に影響があるため、

保険料がどうなるかについてはまだお話しできる

段階ではございません。 

  今後のスケジュールにつきましては、第６期で

は介護報酬の改定について厚生労働大臣から諮問

を受けた社会保障審議会の答申が平成27年２月６

日になされておりましたので、第７期においても

平成30年２月上旬に確定するものと思われます。 

  全国の各市町村も同じようにその結果を踏まえ

て第７期の介護保険料を算出いたしますので、本

市におきましては２月下旬の介護保険運営協議会

で介護保険料の改定案を諮り、３月議会で審議し

ていただくことを考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） では、まずデジタル映像

化のところですけれども、教育委員会のほうでは

新たな事業ということで米沢の今を未来に伝える

事業といいましたか、それを始めるんだというふ

うな答弁でしたけれども、内容をもう少し詳しく

お伝えいただけますか。どういう規模で、いつか

ら始めてやるのかと、もう少し詳しく。 

○島軒純一議長 菅野教育管理部長。 

○菅野紀生教育管理部長 視聴覚センターに設置し

ております研究員会の皆様が独自に検討を行って

いただきまして、今年度こういった形で今後研究

を進めていきたいというふうにお話をされている

段階でございまして、まだ正式に確定したもので

はございません。 

  研究員会、有識者８名で構成しておりまして、

その方たちが今後そういった映像の確保に努めた

いというふうにお話しいただいているところでご

ざいます。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） そうしますと、事業内容

についてはまだ全くというか、ほとんどどういう

ものになるかはわからないということですか。こ

れから検討していただいて、それでいつごろから

始めるとか、事業規模はどういうもので、どうい

うふうに活用するかという、そういう中身につい

てはこれからだという話でよろしいんですか。そ
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して、いつごろ明らかになりますでしょうか。 

○島軒純一議長 菅野教育管理部長。 

○菅野紀生教育管理部長 現在、検討を進めていた

だいておりますので、今年度からできれば進めた

いということでは考えてございますけれども、ま

だちょっとその辺も具体的なものはお示しできな

いところでございます。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） この必要性については教

育委員会が所管だというのは米沢市の市史に今後

貢献していくというか、そういう話だというふう

に私はちょっと思いますが、そうでもないんです

か。ちょっとその辺。 

○島軒純一議長 菅野教育管理部長。 

○菅野紀生教育管理部長 基本的には学校教育や社

会教育に向けての資料収集という意図でございま

す。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） そうしますと、これまで

の学校教育等の現場で使う教材化の資料というこ

となのかなというふうな感じを持ちましたけれど

も、私が求めているというか、平成10年のときも

申し上げましたけれども、今回も改めて申し上げ

ているのは、米沢市の市史の編さんに寄与するよ

うな、そういう素材としてのデジタル化というこ

とを申し上げたかったわけですし、その当時もそ

ういう旨でお話をし、そういうことについて前向

きに検討していくという答弁をいただいたわけで

す。 

  改めて、これはどこにお伺いしたらいいのかわ

かりませんけれども、それでは教育委員会として

これから米沢市の市史を編さんしていくという上

で、文字情報のほかに映像での資料の蓄積といい

ますか、そういうものが必要だというふうな認識

にはありませんか。私は大事だというふうに思い

ますけれども。 

○島軒純一議長 菅野教育管理部長。 

○菅野紀生教育管理部長 やはり、現在文書よりは

映像のほうが視覚的効果もありまして、記録とし

て本当にわかりやすいということがございますの

で、そういった必要性は感じてございますけれど

も、教育委員会としましてはやはり教材的な意味

合いから収集を行いたいというふうに考えており

ますので、それにつきましてはちょっとうちのほ

うで対応というところまでは至らないかなという

ふうに思っております。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） そうしましたら、それは

それで学校教育の素材としてのこれまでの教材化

ということで充実させていくということは、それ

はそれでいいと思いますが、市史の編さんに当た

ってのデジタル映像化というものは私は非常に大

事だというふうに思っております。 

  それで、今ＮＣＶでＮＣＶのライブラリーとい

うことで昔の映像をずっと流しているわけですけ

れども、そこに映っているのは市民の皆さん方の

その当時の、いわゆる今ですよね。市民の皆さん

方の生き生きとした姿がずっと流れているわけで

す。 

  それを見て私はやはり米沢市の歴史は誰がつく

るのかという話になったときに、市民の皆さん方

の日常生活の一こま一こま、そういう時を刻んで

いったそういう歴史的な事実といいますか、そう

いうものだというふうに改めて感じました。 

  市民の皆さん方がやはり生き生きとしてこの米

沢で生活している、そのさまがそれこそ米沢市の

歴史ということになっているのではないかなとい

うふうに思って興味深く見ているわけですけれど

も、やはり文字情報だけではそういうことは伝え

切れないというふうに私は思います。 

  そして、まして今の時代、映像、それからデジ

タルというのは非常に貴重な素材であって、それ

について提案していますけれどもなかなかそうい

う方向に向かわないというのは何でかなというふ

うに思うわけですけれども、その辺は担当はどこ

になるのかわかりませんけれども、当時は企画調
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整部の担当だったんですけれども、企画調整部長、

どう思いますか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 当時、企画調整部のほう

でお答えをしたところであります。御承知のとお

り、市史編さんに関しましては前は完成までやっ

たのが総務のほうで担当して一定の成果として市

史を編さん、終了したというようなところで、そ

の後の予定については今のところ持ち合わせてい

ないというようなところであります。 

  しかしながら、高橋議員おっしゃるように映像

で残しておくというものは非常に重要であります

し、今の時代、昔は当然そういうものがなかった

わけなので、書籍という形、写真というものにな

ったわけでありますが、御意見の中にもあったと

おり、やはり地元のケーブルテレビのほうと協力

をして、プロでいらっしゃいますので、相当いい

状態で素材を保管されていらっしゃると思います

ので、その映像の保管については今後相談をして

いきたいと思っております。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） 必要性は認められている

わけなので、米沢市行政としてどういうふうに取

り組むかということもまず検討していただきたい

というふうに思います。 

  その上で、ＮＣＶの地元のケーブルテレビもさ

まざまな資料が残っているわけなので、それを果

たして使えるかどうか、行政として活用できるか

どうか、その辺はＮＣＶの著作権等あると思いま

すので、使えるならば使わせていただくというこ

とも御検討いただいて、ぜひ活用をお願いしたい

というふうに思います。 

  それで、都市間交流の素材にできないかという

ことの御提案を前にも申し上げて、今回も申し上

げているわけですけれども、例えば私は姉妹都市

の幾つかありますけれども、沖縄市には行ったこ

とございません。プライベートでも行ったことご

ざいません。 

  それで、多くの市民の皆さん方は果たして沖縄

市に行ったことがあるかというと、そうではない

ような気がしています。 

  そういう中で、姉妹都市沖縄市をよく知ってい

ただく、そして、そのことによって米沢市のこと

も市民の皆さん方が振り返って知っていくという

ことが私はあるというふうに思うんです。 

  そういう点では米沢市の姉妹都市、まず沖縄市

とか東海市とか、そういうところも映像資料とい

いますか、そういうものを米沢市の市民の皆さん

方に提供するということも姉妹都市の間といいま

すか、それを強くするという意味では非常に大事

なことかというふうに思いますし、市民レベルの

交流ということであればそういうことを積極的に

やっていくということは非常に大事ではないかと

いうふうに思ってきたわけですけれども、ちょっ

ともう１回その辺どうですか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 例えば議員おっしゃるよ

うな、やはりあちらのほうの米沢市民から見て非

常に興味があるような風景とか、いろいろなイベ

ントとか、そういうものをこちらのほうで市民の

方がごらんいただけるという機会というのは非常

に効果があると思っております。 

  なかなか職員が行って実際に撮ってくるという

わけにはいきませんので、どういうような方法で

できるのか。先ほど、また繰り返しになりますが、

例えばケーブルテレビを利用するとか、いろいろ

方法は考えられると思いますので、その辺につい

ては内部のほうで検討させていただきたいと思い

ます。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） 上杉鷹山を学ぶ機会をど

う提供するかということですけれども、学校教育

のほうではさまざま体験的な学習ということで史

跡などをめぐっているということでした。非常に

大切なことだというふうに思います。 

  私も小学校の時代に当時置賜めぐりというもの
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があって、上杉鷹山ではありませんけれども、北

山原の史跡といいますか、非常に当時ショックを

受けたというか、それ以降そういうものに非常に

興味を持ってきたわけですけれども、そういった

体験というのは非常に大事だというふうに思いま

す。 

  それで、私は平成17年９月の議会で紹介したの

は白鷹町の蚕桑小学校の鷹山公が植えさせたとい

う桑の木から苗木をとって校庭に植えて、実際に

上杉鷹山の偉業を子供たちが学んでいるという事

例を紹介させていただきました。 

  そして、農家に今も二百数十年の樹齢の桑の木

がありまして、そういうものもぜひ資源として活

用してはいかがかというふうに申し上げたんです

が、今度は道の駅ができてさまざま置賜全体の観

光をいろいろ市民の皆さん方、それから観光客な

どに周知、観光に活用していくというお話でした

けれども、市内のさまざまな遺構はある程度整理

されてきたかというふうに思いますけれども、置

賜全体の中で上杉鷹山を知る手がかり、体験的に

それによって学習、当時を追体験できるというこ

とができるような史跡はどういうものがあるかと

いうのはいろいろあるかというふうに思います。 

  飯豊山の穴堰とか、そういうものを含めて、そ

ういうものをピックアップして皆さん方に御紹介

するということも非常に大事になってくるという

ふうに思いますけれども、ちょっと時間がないの

でそういうことを申し上げて検討していただきた

いというふうに思います。 

  先ほど武発参事は上杉鷹山に特化した、そうい

うものは余り考えていないというお話でしたけれ

ども、ぜひ置賜全体に散らばっている鷹山の遺構

といいますか、業績を知る手がかりを掘り起こし

ていただいて観光などに生かしていただければと

いうふうに思います。 

  市長にお伺いしますけれども、ＮＨＫの大河ド

ラマ化、上杉鷹山について、企画調整部長のお話

ですと市民の盛り上がりを注視し、そういう盛り

上がりが出てきたら行政として支援しましょうと

いう非常に腰が引いたあれですけれども、では行

政はどうなんだと。米沢市はどうなんだというと

ころなんです。 

  米沢市は注視して、そういう盛り上がりが出て

きたらやっと腰を上げるという話なのかと。行政

も市民の皆さん方が盛り上がりができるような働

きかけを市民の皆さん方にしてはどうかと。そし

て、市民の皆さん方の盛り上がりと一緒になって

行政もドラマ化、全国に上杉鷹山を知らしめると

いう取り組みをしてはどうかというふうに思いま

すが、時間がないのでいずれかのときにお答えく

ださい。これまでしていなかったですよね。いず

れかのときで結構です、時間がないので。 

  では、感想だけ。短くお願いできますか。 

○島軒純一議長 中川市長。 

○中川 勝市長 私個人としてはぜひ鷹山公は大河

ドラマにしたいというふうに思っております。し

かし、先ほど部長が答弁しましたように、まだま

だそれでいいという人と、「いやいや、やめとけ」

というような市民の声が２つに分かれております。 

  でありますので、そういったものが熟さないと

私としては行政としても動けないというふうに判

断を今のところしています。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） いろいろな御意見はある

というふうに思いますけれども、そういう中で先

ほど武発参事がお話しになりましたように、上杉

鷹山のＤＮＡ挑戦と創造という米沢市のコンセプ

トをブランド戦略として掲げたわけなので、そし

て、米沢市民の多くの皆さん方がやはり上杉鷹山

を敬愛し、そして、その業績をやはり全国に知ら

しめようという思いがあるというふうに思うんで

す。 

  だとしたら行政もそういう「いやいや」という

方がいたら、「いやいや」という方にやはり積極

的にどう働きかけて、「いやいや」でなくて「そ

うですね」という話になるようにしていくという
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ことも非常に大事なことではないでしょうか。ち

ょっと腰が引けたようなあれでなくて、ぜひもっ

と積極的にやっていただきたいというふうに思い

ます。 

  次ですが、国保に行きます。 

  国保は答弁がありましたように30年度以降につ

いては国保税については税率は上げなくてもいい

んではないかと、それから、引き下げも場合によ

っては検討する必要があるんじゃないかというお

話がありました。 

  それで、なぜそういう考えに至ったかというと、

先ごろの11月16日の県が示した国保運営協議会で

の第３回の仮試算ですよね。これは大体最終１月

初めに出るという確定の試算値とほぼ同じような

額になるというふうに言われています。 

  大体国の財政支援についても盛り込んだという

ことなので、それでちょっとお伺いしますが、現

行の29年度の国保の税率とこの示された税率とい

うものをちょっと比較していただけますか。 

○島軒純一議長 後藤市民環境部長。 

○後藤利明市民環境部長 比較といいますと、本市

の４方式の場合でよろしいんでしょうか。（「４

方式です」の声あり） 

  医療分で申し上げれば、標準保険税率で示され

ているのが所得割が6.72％に対して、現在の税率

が9.2％。資産割が標準税率が11.2％に対して、現

行が15.8％。均等割が２万281円のところを本市は

現行２万6,300円。平等割につきましては２万

1,701円と示されたところでありますが、現行では

２万8,800円というふうになってございます。 

  医療分のほか全てでしょうか。（「大体それで

結構です」の声あり） 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） それで、現行の今年度４

月に税率を引き上げました。その結果もあって県

が示した保険税率は現行の保険税率よりおよそ

7.9％ほど低いわけですよね。 

  ということで、そして、先ほどの米沢市の国保

運営協議会に示された資料を見ますと、大体29年

度末で3,000万ほどの単年度黒字になるというこ

ともあって、来年度は据え置きもしくは引き下げ

ができるんではないかという話になっております。 

  ちょっともう少しその据え置きもしくは引き下

げですけれども、これがなぜ必要かというところ

をちょっともう少しお聞きしたいわけです。 

  つまり加入者の皆さん方の国保税の負担の重さ

です。負担の重さ。どういうふうにお考えかお伺

いしたいわけです。この負担の重さを示す資料と

いうのはいろいろあるというふうに思います。ど

ういう角度から負担の重さをはかるかということ

はいろいろあるというふうに思います。 

  それで、まず１つは米沢市の加入者の皆さん方

の保険税を納められずに滞納している皆さん方の

状況というのはどういうふうになっていますか。

県内の各市町村の中で米沢市の位置はどういうふ

うになっているかというのはわかりますか。 

○島軒純一議長 須佐総務部長。 

○須佐達朗総務部長 国保税の収納率でありますが、

滞納の関係でまず収納率のほうから申し上げたい

と思います。現年でありますが、平成28年度現年

で93.5％ほどでございます。これは一時期80％の

後半の収納率であったものがここまで伸びており

ます。 

  それから、滞納の個々の状況においては生活と

か就労関係とか、さまざまな理由はありますが、

その個々の状況に応じながらできるだけ納付をし

ていただいているという状況にはございます。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） その11月16日に県の国保

運営協議会で示された資料を見ましたら、私も驚

きました。県内の市町村別滞納世帯の状況、27年

度ですけれども、米沢市は山形市に次いで第２の

滞納者の数です。滞納率。滞納者の率。それも抜

群に高い。18％ほど。第３位の大蔵村ですけれど

も、これは15％。あとは軒並み大体７％から８％

なんです。 
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  もう圧倒的に米沢市の加入者の皆さん方が滞納

している状況。これは何を意味するかというと、

やはり払いたくても払えない状況、負担の重さと

いうものがここに私はあらわれているというふう

に思います。 

  それともう一つは、ことしの４月に税率を引き

上げましたけれども、どういう方々がどういう負

担になっているかということですけれども、改定

の際に当局が出した資料がありますよね。それで、

所得における国保税額の率というのは大体どうい

うふうな感じになっていますか。手持ちはありま

せんか。 

  そうしたら、ちょっと申し上げますけれども、

2.5億円増収のために税率改正しました。改正して、

これ資料にありますけれども、大体所得200万以下

の方々の世帯です。所得200万ですよ。こういう

方々でひとり世帯で大体22万5,000円です。それか

ら、２人世帯になると24万2,000円。３人世帯で26

万5,000円。 

  そして、所得300万以下で、ひとり世帯36万8,000

円、２人世帯で37万5,000円。そして、３人世帯に

なると40万円を超えるわけです。４人世帯で45万。

そういう厳しい状況になっています。 

  それから、これも前回の質問で私が御紹介した

かというふうに思いますけれども、これもそのと

きの資料にありますけれども、モデル世帯と出し

てどれぐらいの負担になっているかということが

出ているわけです。 

  例えば65歳以上で所得200万以下の単身者世帯。

単身者の方。これは法定軽減ない方です。これは

税額が改正後で27万3,800円です。これに介護保険

の、この方は収入からいって介護保険の所得階層

で８段階なんです。これは年額10万3,500円かかり

ます。合計で37万7,300円。これ年金暮らしの方、

200万以下の所得の方で37万7,300円。こういう金

額が国保と介護だけでかかるわけです。負担にな

るわけです。 

  それから、65歳以上で所得200万以下の御夫婦二

人暮らしの高齢者の方です。これも軽減なしと。

この方は所得200万以下です。夫の方が介護保険の

ほうが８段階だというふうに思います。国保は30

万8,500円。これに夫の介護保険料10万3,500円。

そして、妻が８万2,000円ほどかかるわけです。合

わせてこの65歳以上で所得200万以下の高齢者お

二人の方の国保と介護の負担額が49万4,800円な

んです。50万ですよ。所得200万以下で。そういう

状況になっているわけです。 

  しつこい話ですけれども、もう一つモデル世帯

として挙げられているのは、子育て真っ最中の40

歳以上２人と40歳未満２人の世帯。世帯主は43歳、

妻41歳、子供さん７歳、６歳の方で所得200万以下

の方です。この方は所得200万以下で国保だけで35

万2,900円というふうな金額になっているわけで

す。 

  非常に負担が重いということが、私はこれで一

目瞭然だというふうに思いますけれども、どうで

すか。 

○島軒純一議長 後藤市民環境部長。 

○後藤利明市民環境部長 今議員おっしゃられたよ

うに、決して軽くない負担だというふうに認識を

しております。 

  やはり国保の現状は少子高齢化が進展した影響

で年々やはり被保険者数も減っておりますし、そ

れによって国保の財政規模も縮小しております。

さらには、やはり歳入の減少。 

  一方では高齢化によりまして医療費がかさむと

いうふうな状況に陥っておりまして、非常に一市

町村の段階ではなかなかままならない状況になっ

ております。 

  そういったことを踏まえて今回県のほうに財政

主体が移行するわけでありますけれども、そうい

うことを今回回避するための改革でありますので、

その改革について今後どういうふうになっていく

か見守っていきたいと考えております。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） 国保の税率を引き下げる
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ためにはさまざまな手法があるというふうに思い

ますけれども、やはり市町村の一般会計からの繰

り入れで引き下げるというのは、それは市町村と

して今大事なところでありますけれども、米沢市

は頑としてこれをやらないということですけれど

も、新しく制度が変わってもこれは市町村の判断

でできるというふうにこの間の厚生労働省の国会

の審議の中でも政府が答弁しておりますし、先日

の県の運営協議会の中でも県としてはそれは市町

村の判断でできるんだというふうにはっきり答弁

をしておりました。 

  米沢市はなぜやらないのかという話になります

けれども、これは全く政策的な判断であって、市

長がやりましょうという話になればこれはやれる

ということになります。財政上の問題はあるかと

思いますけれども、それだって市長の判断ですか

ら、そこで全国の市町村では約６割の市町村が一

般会計からの繰り入れで国保税の据え置きあるい

は引き下げ、抑制をやっています。 

  そして、来年以降もそういうことをしないと国

保加入者の方々の負担増が大変だということで、

国は当初一般会計からの繰り入れはしないように

ということで通知を出しましたけれども、それも

改定し新たに通知を出して一般会計からの繰り入

れも認めるというふうな通知を出しております。 

  なので、米沢市ももう一度一般会計の繰り入れ

で、据え置きでなくて引き下げをするように私は

強く求めたいというふうに思います。一般会計か

らの繰り入れをどういうふうに思いますか。 

○島軒純一議長 後藤市民環境部長。 

○後藤利明市民環境部長 国は今回の制度改革の中

でいわゆる保険税の負担軽減を図るための決算補

塡等の目的に含まれるような繰り入れについては

計画的に解消すべきというふうにうたっておりま

して、先ほど議員が国のほうで方針転換したかの

ようなことでありましたが、そうではなくて基本

的な方針は変わっておりません。 

  ただし、やはり今回の改正におきまして激変緩

和を行ってもなお保険税が非常に高くなってしま

うような県があるので、暫定的に国は認めたとい

うふうなことをお聞きしております。 

  本市におきましても、まずは今回の改革の中で

国費で3,400億ほどの拡充をしておりまして、結果

的に納付金の縮小につながっておりますので、そ

れとあわせまして現時点ではやはりこれまでどお

り一般会計からの繰り入れは考えておらないとこ

ろでございます。 

○島軒純一議長 高橋壽議員。 

○７番（高橋 壽議員） 政策的な判断で市長がど

ういうふうにこの国保問題について考えているか

というのは今の答弁で大体わかりましたけれども、

大変残念です。 

  時間になりましたけれども、今度介護保険のと

ころですけれども、最終的に２月下旬に保険料が

確定し、３月議会で審議し、そして議決をもらっ

て４月から介護保険料をこれでやると。これは本

当に乱暴な話じゃないですか。市民の皆さん方に

どうやって周知するんですか。 

  これまで介護保険の中間報告、運協で議論も重

ねてきたと答弁されていましたけれども、それか

ら、介護保険料についても基本的な考え方は議論

してきたというふうに答弁されておりましたけれ

ども、なぜやってこなかったんですか。市長はこ

んなことを知っていましたか。 

  来年の２月で確定して、３月議会で議決して、

４月からその保険料でやるというのは。全く中身

わからないままにスタートするんですよ。 

○島軒純一議長 堤健康福祉部長。 

○堤 啓一健康福祉部長 介護保険料についてはま

だ運営協議会等で具体的な検討はしていないとこ

ろでございます。 

  介護保険料の算定は先ほど申し上げましたよう

に保険給付費とか地域支援事業費を正確に見込む

必要がありますので、それが介護報酬がやはりわ

かりませんとそれはできませんので、やはり介護

報酬の決定を待って最終的に保険料を決定してい
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くことになるかと思います。 

○島軒純一議長 以上で７番高橋壽議員の一般質問

を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午後 ２時１０分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ２時１９分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に進みます。 

  一つ、ＩＣＴ活用による市民サービスの向上に

ついて外１点、９番齋藤千惠子議員。 

  〔９番齋藤千惠子議員登壇〕（拍手） 

○９番（齋藤千惠子議員） 皆様こんにちは。一新

会の齋藤千惠子です。 

  12月、ことし１年締めくくりの月となりました。

今回も日ごろ考えていることをしっかり御提案さ

せていただきたいと思います。今回はＩＣＴ活用

による市民サービスの向上について質問させてい

ただきます。 

  初めに、ＩＣＴは情報通信技術の略であり、Ｉ

Ｔとはほぼ同じような意味を持っております。Ｉ

ＣＴはＩＴ技術の総称であり、特に公共サービス

の分野において使用され、コンピューター関連の

技術をＩＴ、コンピューター技術の活用に着目す

る場合をＩＣＴと区別して用いることが多いので、

今回は利活用ということで地域の抱える諸課題を

少しでも前に進めるためにＩＣＴを利用すること

を提案いたします。 

  小項目１つ目、ＩＣＴを活用した認知症見守り

ネットワークについて質問いたします。 

  我が国はほかに類を見ないほど超高齢化社会が

続いております。本市も高齢化率30.1％、全国水

準25％をはるかに上回る数値です。いわゆる団塊

の世代の方々が後期高齢者になる平成37年、予定

では平成37年ですが、32％を超えることが見込ま

れ、何と３人に１人の方が高齢者という時代がや

ってまいります。 

  本市の高齢者福祉計画によりますと、「認知症

の人が行動・心理症状などにより様々な危険が発

生してからの事後的な対応が中心となっています。

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる

限り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けるた

めに、認知症の人やその家族に早期に関わり必要

な支援を行う早期支援体制、危険の発生をできる

限り防ぐ危険回避支援体制を整備する必要があり

ます」としています。 

  現在、徘徊高齢者等事前登録や高齢者見守り支

援事業を行い、安心して暮らせる地域づくりを目

指しているわけですが、今後高齢化の進展に伴い

認知症徘回対策は喫緊の課題になると思いますが、

いかがでしょうか。 

  そこで、地域住民の方々と連携して、認知症な

どで徘回して行方不明になる方の発生を少しでも

未然に防ぐようにするとともに、行方不明になっ

てもできるだけ速やかに自宅に戻れるように地域

全体で見守るシステムを提案するものです。 

  ＩＣＴを使って構築するこのシステムは、ＢＬ

Ｅ方式を使い、ピンバッジやペンダント、お守り

の中に発信器を入れたものを身につけ、高齢者が

外出した際に地域内に設置した小型受信器にて感

知した移動ルート等の情報を集めることで、高齢

者の方々のいるエリアをある程度特定し、その情

報を家族に知らせるシステムです。 

  そこには家族の理解はもちろんのこと、受信器

設置にも市民の皆様の協力も必須です。 

  なお、この受信器はスマホを活用することも可

能になりました。 

  認知症になっても安心して住み続けることので

きる米沢市を目指すためにも、現在行っている事

業を一歩進めてみることはいかがでしょうか。当

局の御見解をお示しください。 

  小項目２つ目、子育てポータルサイトの開設に

ついて質問いたします。 
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  子育てするなら米沢市、子育てに優しい米沢市

を目指している本市です。現在、米沢市では子育

て情報誌「よねざわ子育てハンドブック」を発行

しています。市のホームページでもずっと開いて

いけば何とか情報を得ることができる場合もあり

ますが、なかなか使い勝手がよくないせいでしょ

うか、アクセス数は少ない状況のようです。 

  そこで、妊婦さんや子育て中の御家庭に子育て

情報、制度、サービスを掲載し、積極的な情報発

信を行う子育てポータルサイトを開設することを

提案いたします。 

  子育てメニューリストとしては、出産前に知っ

ておきたいこと、子供が生まれたとき、子供を預

けたいとき、子育て仲間が欲しいとき、暮らし、

遊び、相談したいとき、急病になったとき、母子

家庭や父子家庭になったときなど、カテゴリー別

にわかりやすく提供してはどうでしょうか。 

  市からのお知らせ、予防接種や今月のイベント

情報、離乳食の検索などもあれば喜ばれると思い

ます。また、子供の年齢から探すこともできれば

大変便利です。 

  こうした情報を発信することで、何より子育て

に対する不安を解消し、安心して子育てできる社

会を目指し、早急に子育てポータルサイトを立ち

上げていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。当局のお考えをお尋ねいたします。 

  小項目３つ目、市民参加型の除排雪支援システ

ムについて質問いたします。 

  当市では毎年各地区において除排雪説明会が開

かれ、市民の皆様と行政、そして業者の方々と丁

寧に地域の実情に沿った除排雪を心がけていただ

いている現状です。 

  しかしながら、冬になるとまだまだ市民要望が

多く、特に短時間に大雪が降ったときなど、市民

の皆様から行政への要望、苦情が殺到し、電話が

つながらないことも多いようです。積雪時、除排

雪に関する市民の皆様への情報提供がまだ十分と

は言えない状況です。 

  そこで、ＩＣＴを使って除排雪に関する情報、

積雪状況や除雪運行等の情報提供の強化、カメラ

画像や気象センサーを連動させる除排雪支援シス

テムを構築してはどうかと提案するものです。 

  具体的には、市内の交差点、車道、歩道などの

各地点に積雪・気象センサーつきカメラを設置し、

積雪状況や道路の状況などを収集し、ポータルサ

イトをつくり、携帯からもタブレットからも見ら

れるようにシステムづくりをして、市民の皆様に

広く情報を提供するものです。 

  そして、市民の皆様からも地区の道路状況など

を携帯のカメラなどで撮っていただき、さまざま

な情報を寄せてもらい、きめ細かにタイムリーに

市民の皆様みずからが参加する形の市民参加型情

報発信も加えた除排雪支援システムを構築できれ

ば、少しでも快適な雪国生活を送れるようになる

と思います。 

  また、除排雪の業者の方々も担当地域ごとの雪

の状況をより把握する手助けをすることにもなり

ます。 

  雪さえ降らなければなと嘆いていても始まりま

せん。ＩＣＴを利用して市民参加型の除排雪支援

システムを構築することにより、雪国の重要課題

でもある除排雪を効率的に行うことにより、弱者

に優しい米沢市を目指していけるものと思います

が、当局のお考えをお聞かせください。 

  大項目２つ目、温泉資源を活用した健康づくり

について質問いたします。 

  山形県は全市町村に温泉が湧く県です。その中

でも深い山の中にひっそりとたたずむ名湯・秘湯

の米沢八湯、日本百名山の一つに数えられる西吾

妻山、そこには個性豊かな８つの温泉が点在しま

す。 

  少しだけ御紹介します。赤ちゃんを抱いた山姥

が湯あみをしていたという伝説から姥湯の名がつ

いた姥湯温泉。その昔、地元の郷士斉藤盛房が滑

って転んだときに湧き出す温泉に気がついたとい

うエピソードから名づけられたとされる滑川温泉。
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最上川の源流火焔の滝で修行していた修行者が神

のお告げを受けて探し当てたとされる大平温泉。

直江兼続ゆかりの名湯、五色温泉。西吾妻山を登

った標高1,126メートルの高地にある新高湯温泉。

700年以上前に開湯した歴史のある白布温泉。そし

て、今から1,200年以上も前、世界三大美女の一人

小野小町がお父さんを探し歩いた先で病に倒れ、

この湯で癒し、健康と美しさを取り戻したという

言い伝えのある小野川温泉。羽黒川上流の山里に

あるおもてなしの宿、湯の沢温泉。 

  皆様既に十分御存じのところでございますが、

改めて御紹介させていただきました米沢八湯。い

ずれ劣らぬ名湯・秘湯です。中には最後は自分の

足で歩かなければたどり着かない温泉もあり、秘

湯めぐりに最適です。 

  八湯が一つになって米沢八湯スタンプラリー、

米沢八湯マイスター、米沢八湯かわら版などなど

でさまざまな情報発信をして誘客に努めている米

沢八湯会の皆様には敬意を表するところです。 

  米沢八湯の24軒の宿に泊まる温泉めぐり隊がブ

ログでも情報を発信しています。11月４日に開通

した東北中央自動車道、アクセスがよくなったか

らこそ景観も名湯もおもてなしも申し分のない温

泉米沢八湯。今度は魅力あふれる観光の舞台づく

り、参加型・体験型のツーリズムを推進する温泉

資源を活用した健康づくりの取り組み、健康に取

り組む温泉地を提案したいと思います。 

  訪れていただいたお客様には付加価値の高いサ

ービス提供、健康づくりもプラスした温泉滞在と

いうのはいかがでしょうか。 

  具体的には、現代人の抱えている生活習慣病。

以前は成人病と呼ばれていたものです。今や健康

長寿の最大の阻害要因となるだけでなく、医療費

にも大きな影響を与えている生活習慣病。また、

その予備軍も多いと言われています。 

  だからこそ地域の資源である米沢八湯の温泉を

利用して、温泉資源と米沢の食文化を生かし、各

旅館が摂取カロリーを抑えながら満足度も得られ

る食事や減塩料理を提供したり、全自動の血圧計

やサイクルエクササイズなどの運動器具の設置な

ど、また、ウオーキングやトレッキングを組み合

わせた健康づくり事業を行おうとするものです。 

  生活習慣病で予防が重要なことは言うまでもな

いことですが、いざ生活習慣を変えようと思うと

なかなか実践できない、そこが生活習慣病対策の

難しさです。 

  そこで、病院などの医療機関と連携し、生活習

慣病を気遣っている方々を対象に２泊３日程度の

宿泊プランや昔から日本に根づいている湯治の風

習を利用した温泉療養プランを提供してはいかが

でしょうか。 

  特に温泉療法医や温泉療法専門医など、専門知

識のある医師とウエブ遠隔操作など遠隔問診で相

談・指導してもらいながら、生活習慣病に関する

自身の問題点を把握し、滞在中にその有効性を実

際に体験できるように長時間かけて湯治するプラ

ン、温泉療養プランの二本立てを提案いたします

が、どのようにお考えでしょうか。 

  具体的には、ＩＣＴを利用し地域インターネッ

トエクスチェンジアクセスポイントと対象になる

温泉側の間を事業回線などにより接続して、テレ

ビ電話などの形式で健康相談や指導を受ける、こ

んな健康づくりの体験をプラスした滞在プランを

提案するものです。 

  温泉の効能に加えて健康増進・維持のために何

度でも訪れてもらえるように、観光と温泉、そし

て健康を結びつけ、米沢八湯に滞在すると心も体

も元気になれる、そんなオリジナルな健康づくり

事業です。 

  不要な医療費の支出を減らし、元気に健康で生

き生きと長生きできる健康長寿日本一となるため

にも、このＩＣＴを活用した取り組みをぜひ積極

的に御一考いただきたいと思いますが、当局のお

考えをお尋ねしたいと思います。 

  今回の質問のＩＣＴ活用は非常に便利なもので

ありますが、あくまでツールの一つにすぎません。
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これらは人と人のつながり、みんなで支えるとい

う意識が根底にあってこそ生かされるものである

ことは言うまでもないことを申し添え、壇上から

の質問を終わります。 

○島軒純一議長 堤健康福祉部長。 

  〔堤 啓一健康福祉部長登壇〕 

○堤 啓一健康福祉部長 私からは、１のＩＣＴ活

用による市民サービスの向上についてのうち（１）、

（２）と２の温泉資源を活用した健康づくりにつ

いてお答えいたします。 

  最初に、本市の認知症見守りネットワークにお

ける状況についてお答えいたします。 

  平成27年４月より、在宅で生活する高齢者が認

知症により行方不明になった場合でも早期に発見

し、高齢者の安全確保及びその家族への支援を図

るため、徘回のおそれのある高齢者の情報を事前

に登録する事業、徘徊高齢者等事前登録制度「か

えっぺ」を実施しております。 

  具体的には、住所、氏名や身体的特徴、行きつ

けの場所、顔写真等の情報を本市と米沢警察署、

地域包括支援センターにて情報共有するとともに、

申請時に同意を得た方については民生委員へも同

様の情報提供を行い、関係機関との連携強化を図

るとともに、日ごろの訪問活動及び見守り強化に

つなげております。平成29年11月末日現在ですが、

55人の方が登録されている状況であります。 

  また、認知症を正しく理解し、認知症の本人と

その家族を見守り支える応援者をふやす取り組み

として、認知症サポーター養成講座を実施してお

ります。平成29年11月末日現在で5,965人のサポー

ターが養成されております。 

  そのほか、米沢郵便局や金融機関等の関係機関

等から認知症高齢者に関する情報も寄せられてお

り、地域包括支援センターを中心として個別の見

守りネットワーク構築を行っているところであり

ます。 

  ＩＣＴ活用に対する課題についてお答えいたし

ます。 

  現在、認知症高齢者の徘回による行方不明捜索

の手段としては、ＧＰＳ機器によるものが主流と

なっております。しかし、導入している自治体に

おいても利用が進まず、余り成果を上げていると

は言いがたい状況もあるようであります。 

  その要因としましては、ＧＰＳ発信器を高齢者

自身が持たないことが挙げられます。認知症高齢

者の多くが外出時に発信器を持っていくことを家

族との決め事にしていても忘れることが多い、ペ

ンダント型のような身につける発信器についても

違和感や抵抗感があり外してしまう方が多いと言

われております。 

  そのほか、バッテリーの持続期間や位置情報の

精度の問題もあります。位置情報の精度を上げる

ためには発信器の大まかな位置を捕捉するための

受信器やアンテナ等を数多く設置しなければなら

ないシステムも多く、導入する場合には設置費用

やランニングコストも含め、有効な機器選定、Ｉ

ＣＴ活用の検討が必要と考えております。 

  今後の方針についてお答えいたします。 

  高齢化の進展に伴い認知症高齢者・徘回対策は

喫緊の課題と考えております。認知症になっても

住みなれた地域での生活が継続できるようにする

ためには、今後も認知症サポーターの養成を推進

いたします。 

  認知症サポーターの協力により認知症高齢者等

を見かけた際の声かけを展開し、行方不明を未然

に防止することのできる地域を目指してまいりま

す。 

  平成30年度中には地域における認知症相談窓口

機能である「認知症ちょこっと相談室」協力事業

所を中心とした徘回対応模擬訓練を実施し、認知

症高齢者の見守りに関する課題抽出、専門職によ

る検討を実施する予定であります。 

  あわせて、介護事業所を初め、郵便局、金融機

関等との連携強化を図り、見守りネットワークの

構築を進めてまいります。 

  また、山形県警察が実施しておりますメール配
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信システム「やまがた１１０ネットワーク」にお

きましても行方不明者手配情報が配信されており

ます。米沢警察署と協力し、システムの登録者を

ふやすべく取り組んでいるところでありますが、

今後さらに普及啓発に力を入れてまいります。 

  特に認知症を原因とする徘回・行方不明につき

ましては、地域や市町村の行政圏域を越え長距離

を移動する事例もございます。そのため一自治体

の取り組みではなく、広域エリアでのシステムの

構築も必要であると考えております。 

  そのような認知症高齢者を介護する家族が心身

とも相当な負担を強いられていることは十分認識

しております。ソフト及びハード両面の支援体制

の整備を推進し、介護者の負担軽減につながる有

効な支援の実施について関係機関等とも検討して

まいりたいと思います。 

  いずれにしましても、ＩＣＴの活用は人と人と

のつながり、地域における互助や共助の意識が根

底にあってこそ生かされる手段の一つだと考えて

おりますので、今後も国や他自治体の動向等の情

報収集を行い、必要な支援策を検討してまいりま

す。 

  認知症高齢者の本人の尊厳を尊重しながら、行

方不明を未然に防ぐとともに、早期発見が可能と

なるよう、ふだんから見守り支え合い、いざとい

うときに迅速につながり動くネットワークが構築

され、認知症になっても安心・安全に外出ができ、

暮らし続けることができるまち米沢の実現を目指

してまいります。 

  次に、１の（２）の子育てポータルサイトの開

設についてお答えいたします。 

  子育てに関する情報につきましては、現在市の

ホームページや広報よねざわ、さらにはよねざわ

子育てハンドブックにより情報提供しております。

現在でもスマートフォンから市のホームページを

見ることにより子育て支援に関するさまざまな情

報を取得することが可能であります。 

  ポータルサイトにつきましては、インターネッ

トにアクセスするときの入り口となるウエブサイ

トということになります。子育てポータルサイト

につきましては、子育てに関するさまざまな情報

がカテゴリー別にわかりやすく提供できる利便性

の高いウエブサイトとなりますので、子育てをし

ているお父さん、お母さんに大変役立つものと考

えております。 

  今後、妊娠、出産、育児から学校生活に至るま

での子育てポータルサイトの開設に向けて、さら

に見やすく手軽に検索しやすいように改善してま

いりたいと考えているところであります。 

  続きまして、２の温泉資源を活用した健康づく

りについてお答えいたします。 

  山形県は全市町村に温泉が湧く温泉王国であり、

その中でも県南部に位置する本市にはさまざまな

効能がある名湯・秘湯が８つもあることから、観

光客や地域住民に愛されているところであります。 

  議員の言われる観光面の活用だけでなく、付加

価値をプラスした活用も今後研究したいとは思い

ますが、病院と温泉施設が連携した医療連携につ

きましては、遠隔医療に取り組める医師の確保や

診療報酬、診療情報の管理など、さまざまな課題

があるようであります。 

  さらには、市としてのシステム構築のための導

入費用を考えれば、費用対効果の問題や市全体の

優先順位も考えなければならないと感じていると

ころであります。 

  ＩＣＴを活用した遠隔診療について、他の自治

体では在宅患者の往診、訪問診療をテレビ電話で

代替することで補完したり、患者宅に血圧計など

のバイタル計測・通信装置を設置して、定期的に

心電図や血圧を伝送したりしております。 

  さらには、病院や健康センターの看護師や保健

師がスクリーニングするなどのＩＣＴを活用した

遠隔健康管理を行っている自治体もあると把握し

ているところであります。 

  また、ＩＣＴ活用は含まれませんが、最近の温

泉資源を活用した住民向けの健康づくりは県内で
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も幾つか事例が出てきております。 

  上山市では温泉地を活用したクアオルト事業を

実施しており、具体的内容につきましては蔵王坊

平コースをウオーキングし、その後にヘルシーな

食事をとり、夜には温泉で体を癒すといった事業

も行っているようです。 

  さらに、金山町では温泉施設を活用し、生活習

慣病予防やロコモティブシンドローム予防、低栄

養予防、地元の食材を活用した減塩料理教室の開

催などの事業を実施しているようであります。 

  温泉は古くから人々に愛されてきています。本

市の温泉の歴史を見ても、小野川温泉であれば小

野小町由来の温泉で、山合いに倒れた小町がこの

湯につかり健康と美しさを取り戻したと言われて

おります。 

  温泉は入浴そのものの効果のほかに、地域の人

と触れ合い心身ともにリフレッシュし元気になる

転地効果やバランスのとれた食事による食事効果

があります。 

  さらには、日常と異なる環境に行き、景観を眺

めながらの散歩など、適度な運動による運動効果

もあるようであります。 

  以上のことからも温泉資源を活用した健康づく

りは、これから健康長寿日本一を目指す本市にと

って魅力あるテーマであると思っております。 

  また、本市には世界トップクラスの研究を行っ

てきた有機エレクトロニクスの研究成果を実用段

階へと進める場として山形大学スマート未来ハウ

スがあります。 

  これは20年後の家、生活、社会のあるべき姿を

想定したクオリティー・オブ・ライフを高める空

間や快適・健康で心豊かな未来の生活を実現する

ために必要な技術の実証研究を行っております。 

  この研究の中には人体に装着できるセンサーと

ＩＣＴ技術を融合したスマート有機センサーを実

証研究することで、健康長寿、安心・安全な社会

の実現を目指している研究もございますが、温泉

施設とＩＣＴを活用した健康づくりについては今

後の課題の一つとさせていただきたいと思います。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 杉浦建設部長。 

  〔杉浦隆治建設部長登壇〕 

○杉浦隆治建設部長 私からは、１のＩＣＴ活用に

よる市民サービスの向上についてのうち、（３）

の市民参加型の除排雪支援システムについてお答

えいたします。 

  初めに、御質問の具体的内容として、こちらか

らの情報提供として除雪車の運行状況、気象状況、

道路状態などの映像やデータなど、雪に関する情

報を市民がいつでも得られる総合的なポータルサ

イトを設置してはどうかとの御提案でありますが、

まず、現在行っている雪に関する情報提供につき

ましては、市のホームページや広報よねざわの12

月１日号で雪特集を組み、広く市民の皆様に周知

しているところであります。 

  その中で、パソコンやスマートフォンから得ら

れる情報としては、市の除雪計画の内容が主にな

っており、気象状況や道路のライブカメラからの

情報を得られるようなサイトまでには至っていな

い状況です。 

  そのようなことから、御提案のような雪に関す

る総合的なポータルサイトを開設し、冬期間にお

ける生活に密着した情報を多く取り入れ情報をア

ップすれば、議員お述べのとおり市民の方々にと

って利便性の向上が期待できるものと思います。 

  しかしながら、除雪車の出動状況などにつきま

しては運行管理システムを本格的に導入しないと

掲示できない部分もなかなかありますので、現段

階では難しい面もあり、今後情報提供方法の改善

も含め導入に向けて研究を行ってまいりたいと考

えております。 

  次に、市民の皆様から情報をいただく手法とし

てスマートフォンなどを活用し雪の状況の画像等

の情報をいただき除雪車の出動判断などに生かし

てはどうかとの御提案でありますが、現在降雪状

況や路線状況の情報を得る手段といたしましては、
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道路パトロールによる現状把握方法が主になって

いるところであります。 

  加えて各地区のコミュニティセンターへ除雪モ

ニターの協力をお願いし、各地区の降雪、路面、

吹きだまりなどの状況について情報を提供してい

ただく取り組みを行っており、その情報を有効的

に活用させていただいております。 

  御提案ありました市民の方からスマートフォン

などを活用して情報の提供を得る仕組みづくりに

つきましては、多くの情報を得られるメリットと

いうこともありますので、ほかの自治体での導入

状況の把握はもとより、アプリ開発にかかわる費

用など、いろいろ考慮すべきハードルもあるとこ

ろですので、まずもって情報収集を行い、御提案

について研究してまいりたいと考えております。 

  私からは以上であります。 

○島軒純一議長 齋藤千惠子議員。 

○９番（齋藤千惠子議員） 御答弁ありがとうござ

いました。 

  それでは、順次もう一度質問させていただきま

す。 

  一番最初の認知症高齢者の方々へのＩＣＴ活用

ということで、徘回が多いということで、特に在

宅の方を対象の話なのですが、御家族の御苦労と

いうのは想像を絶するものがあるのです。私もこ

のごろとみにそういうお話をお伺いする機会が多

くなったのですが、市でもさまざまな取り組みを

なさっていらっしゃるということは十分存じ上げ

ておりますが、それでも在宅の方々には御家族の

負担というところが大きいのです。 

  例えば、こんな例もありました。雪の日、夜中

に警察から電話がかかってきたと。「お宅のおば

あちゃま、いらっしゃいますか」という電話だっ

たので、「ああ、部屋で寝ています」ということ

で、その方は体のほうは何ともないのですが認知

症がかなり進んでいらした方でした。でも、在宅

で見ていらっしゃいました。 

  部屋に行ってみると、寝ていらっしゃる方がと

ても届かないであろう窓から、というのは外から

見ると届かない、掃き出し窓じゃない高い窓から、

どうやって上って出ていったのかわからないけれ

ども、雪が高く積もっていたのでぽんとおりて、

裸足でそのまま出ていったと。でも、家の人は全

く知らない。 

  そのように認知症になられた高齢者の方の安全

も、それから御家族の御苦労も、特に夜中です、

夜中の御苦労は本当に一時も目を離せないと。さ

まざまなサービスを使って日中は何とかできても、

夜中は家で見ている者がということで、なかなか

大変な御苦労があることをこのごろとみに聞くよ

うになりました。 

  私が先ほど申し上げたＩＣＴを利活用したとい

うことなのですが、先ほどＧＰＳのお話で、私も

以前からそのお話もお聞きしておりますが、発信

器のほうも本当に五百円玉ぐらいで、重さも10グ

ラム、それから、バッテリーも１年ほどもつとい

う、ブルートゥース端末、それでＢＬＥ方式とい

うもの、そういうものを使って全国でも決して先

ほどの御答弁のようにマイナスのところばかりで

はありません。なさって効果を上げていらっしゃ

るところもあります。 

  やはり、人の手で、先ほど認知症サポーター養

成講座のこともお話しいただきましたし、それか

ら、事前登録ということで55人ほど登録なさって

いらっしゃるというお話もお聞きしました。しか

し、人の手だけでもう間に合わない、そういう時

代が近づいているような気がいたします。 

  一生懸命認知症サポーターを養成して、それぞ

れの企業でも、それからまた、例えば先ほどのお

話もありましたが、事業者のほうにもファクスで

行方不明者のこういう方見かけませんかというも

のもしょっちゅう来ます。そういうふうに人の手

でさまざまなことをして対策をとっていただいて

いると思います。 

  しかし、在宅の認知症にかかられた高齢者の

方々にはこういったＩＣＴを使ったこういった方
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式が私は効果があると思います。何より御本人の

安全、そして御家族の負担軽減という、その観点

から、今お話ししましたように発信器ももちろん

軽量になっていますが、受信器のほうもマッチ箱

ぐらいでもう省エネ化なって、さまざまなところ

で成功事例もございます。 

  やはり、何とか取り入れられるようにならない

かという、そういった観点からぜひもう一度お考

えいただきたいなと思うところです。 

  課題のところで先ほどおっしゃられましたけれ

ども、先ほど壇上で申し上げたとおり３人に１人

という、そういう高齢化社会になればなるほど、

そして、体のほうはどんどん医学の発展によって

元気で長生きできる。だけれども、できることな

らやはりさまざまな手を打って、認知症にたとえ

なっても住みなれたこの地で暮らし続けることが

できるようにという対策をとるということは、私

は喫緊の課題だと認識していますが、もう一度い

かがでしょうか。 

○島軒純一議長 堤健康福祉部長。 

○堤 啓一健康福祉部長 おっしゃったとおりだと

思います。人を中心としたいろいろな対応を中心

にやっているわけですが、ＧＰＳ等の発信器等も

いろいろ今後も改良されていくというふうに思わ

れますし、認知症高齢者の数ももう今後ふえてい

くということが予測されるところでございますの

で、そういった機種、ＩＣＴを活用してというこ

とで今後も導入について研究してまいりたいと考

えております。 

○島軒純一議長 齋藤千惠子議員。 

○９番（齋藤千惠子議員） よろしくお願いします。 

  それでは、２番目の子育てポータルサイトの開

設についてです。 

  先ほどの御答弁ではさまざまな情報を発信して

いらっしゃるというお話でございました。私も十

分存じ上げているつもりですが、私が申し上げた

いのはいわゆる子育てポータルサイトをきっちり

と開いていただいて、市のホームページからずっ

とクリックしていくと何とかその情報を得ること

はできる場合もあるんですけれども、もっと手軽

にいつでもどこでもそのウエブを開いて、自分が

知りたい情報のところにすぐたどり着けるように、

それから、相談するときはこうなんだなとか、や

はり皆さん困って開くわけですから、そこにすぐ

たどり着けるような、先ほど改善というお言葉で

ございましたが、改善なのかもしれませんが、ぜ

ひしっかりしたさまざまなカテゴリーのあるポー

タルサイトを開設していただきたいんです。 

  それは子供さんの年齢で「うちの子供何歳だか

らここをクリックすればすぐわかるわ」という、

そういう別ジャンルでのカテゴリーもあっていい

し、それから、自分が知りたい情報を、先ほども

申し上げましたが、いつでもどこでも開ける。 

  例えば、これは古い調査になりますが、平成23

年に13歳から49歳までの方のインターネットの利

用率というものを調べたとき、23年で９割以上で

した。今ではもう皆様御存じのとおりほとんど100

に近い数だと思います。 

  いわゆる子育て中のお父さん、お母さん、それ

からもう御高齢になっても23年のときもかなりの

率で、70歳から79歳の方で23年のときで既に

42.6％です。 

  このようにたくさんの方々がネットを使ってい

らっしゃる時代に、ましてや子育ても核家族の中

でしている中で、働き方改革とは言いながらもま

だまだ子育てをしているお母さんが悩んだりして

いるときに、すぐいつでもどこでも見られる、こ

ういった子育てポータルサイトをきっちりと開設

して、米沢市は地域みんなで米沢市挙げて子育て

を応援しているんだよという、そういうメッセー

ジを発信するためにも、ぜひ早急に子育てのポー

タルサイトを開いていただきたいなと思うのです

が、いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 堤健康福祉部長。 

○堤 啓一健康福祉部長 手軽に検索しやすいとい

うのは非常に大事だと思います。子育てポータル
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サイトの開設につきましては、今後開設に向けて

進めていきたいというふうには考えております。 

  まず、スタートとしまして今市のホームページ

の中での子育て支援の内容をまず十分改善すると

ころからスタートしていきたいというふうに考え

ております。 

○島軒純一議長 齋藤千惠子議員。 

○９番（齋藤千惠子議員） それでは、なるべく早

急によろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、３番目の市民参加型の除排雪支援シ

ステムについて。 

  これについては先ほどの御答弁にございました

が、十分さまざまな行政側も、それから業者の方々

も、そしてモニター制度の各コミセンの御協力な

どもいただきながらということでわかっているつ

もりではありますが、やはり雪になると米沢は大

変、悪い言葉で言うとちょっと険悪になります。

雪が解けてしまえば何でもないこともさまざまな

ことがございます。 

  何で雪国に住みたくないのか。それは雪おろし

も雪片づけも嫌だということももちろんそうです

けれども、そういう状況の中で、でも次の世代に

この米沢に住んでもらうためにも、やはり少しで

も快適な雪国の生活ということはしっかり考えな

ければいけないことだと思うんです。 

  先ほどの部長の御答弁にしっかりさまざまお考

えいただけるということであったわけですけれど

も、アプリももちろん費用もかかります。それか

ら、あちらこちらに置くセンサーも費用はかかり

ます。 

  費用対効果ということももちろん考えなければ

いけません。でも、米沢ばかり雪が降るわけでは

ありません。この雪国の米沢でも少しでも快適に

住み続けられるようにということで、早急にこの

ことをお考えいただきたいと思います。 

  ましてや私が申し上げました市民参加型という

のは行政側から一方的に、業者の方から一方的に

サービスを受けるのではなく、市民の方々もみず

からこの状況、こんな状況なんだから何とかなら

ないのかとか、今このぐらい大変だよ、子供たち

の登下校のときもそうです。 

  もちろん各コミセンでモニター制度でしてくだ

さっていることもわかります。でも、１人でも多

くの方の市民参加によって情報をタイムリーに発

信して、そして、それをみんなで共有してそれな

りの手を打つと。そういった世の中になってほし

いものだし、米沢市がぜひそれを進めていただき

たいなと思ったものですから、思いを込めて申し

上げましたので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  それから、最後になります。大項目２つ目、温

泉資源を活用した健康づくりについてということ

で、先ほど部長のほうからもさまざまこれに取り

組んでいらっしゃる事例などもあったわけですが、

先ほど壇上で皆様御存じの米沢八湯をあえてもう

一度繰り返し紹介させていただきました。 

  やはり、長い歴史を重ねた温泉地、さまざまな

ことがおありだったと思いますが、それも受け継

ぎながらきた温泉地を観光、温泉ということだけ

でなく、今皆様が一番関心があると思われる健康

づくりについてぜひプラスして付加価値をつけて、

もっともっと米沢の米沢八湯を発信していけたら

いいなと思ったものですから、あえて先ほど長々

と御紹介させていただいたところです。 

  湯治については今さら申し上げることもありま

せんが、温泉につかるだけでなくて、食事の療法

や運動療法ということでさまざま見ておりました。

そうしたら、どんなことがあるのかななどという

ことでちょっといろいろ考えておりましたら、先

ほど壇上で申し上げました長い時間かけてさまざ

まな食事療法や運動療法も加えたところにお医者

様のそれぞれの遠隔ウエブでの問診なども加えて

ということを申し上げました。 

  そこにはしっかりした専門性のある温泉療法士、

療法医というのでしょうか、日本温泉気候物理医

学会という難しいところがあるのですが、そこで
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温泉療法医という方が全国でも大変少なく、山形

県でも25人しかいらっしゃいません。それが何と

我が米沢市の市立病院、渡邊孝男病院事業管理者

が温泉療法医でいらっしゃいました。 

  そこで大変恐縮ですが、せっかくですのでこの

ことについて何かお考えをお持ちでいらっしゃっ

たら教えてください。 

○島軒純一議長 渡邊病院事業管理者。 

○渡邊孝男病院事業管理者 温泉療法医の立場から

お答えいたしたいと思います。 

  去る平成29年７月に自然等の地域資源を生かし

た温泉地の活性化に関する有識者会議による自然

等の地域資源を生かした温泉地の活性化に向けた

提言、新湯治温泉ステイの推進が取りまとめられ

たところであります。 

  環境省が中心となり、厚生労働省や観光庁等の

関係省庁と連携し、温泉地の活性化に取り組むこ

とになりました。 

  私は日本温泉気候物理医学会認定の温泉療法医

でもあり、当学会もこの事業を医学的見地から応

援する見込みとなりましたので、今後この事業で

提案される温泉地活性化のアイデアを米沢市に生

かせるよう努力してまいりたいと考えています。 

  なお、その中に温泉地におけるＩＣＴ利活用に

よる健康増進等の提案がなされるかどうか、まだ

定かではございませんが、もしそのような提案が

なされれば情報提供をしていきたいと考えており

ます。 

○島軒純一議長 齋藤千惠子議員。 

○９番（齋藤千惠子議員） ありがとうございまし

た。まさかまさかでございましたので私もいろい

ろ調べていたらびっくりいたしましたが、ぜひそ

の節はよろしくお願い申し上げます。 

  山形県でも肘折温泉が湯治で大変有名なのです

が、肘折温泉でも毎週土曜日といいましたか、温

泉療法医の方お二人がさまざま実際に御相談した

り問診をしたり、それは御希望する宿泊者の方が

調査票に最初に記入をなさって、それに基づいて

さまざまな温泉療法をして効果を上げているとい

うような、そんな事例もございますので、本当に

名湯であり秘湯である、そういった温泉を、この

温泉資源というものはかけがえのないというか、

何物にもかえられないような、そういった温泉で

ございますので、今後健康長寿日本一を目指す米

沢市がどうぞほかに先駆けてＩＣＴを使ってのさ

まざまなこうした温泉療養プランなど、先ほど管

理者はそういうことはまだということでございま

したが、ぜひほかにないからこそ先駆けてなさっ

ていただければ大変いいなと思います。 

  そして、この地で先ほども申し上げました認知

症にかかった高齢者の方も、そして、雪が大変だ

と言っている皆様も、そして、市民みんなでそう

いった健康づくりというものにさまざまな分野で

ＩＣＴを活用して前に進めることができたらこん

なにいいことはないなと思う、そういう思いを込

めて質問を終わらせていただきます。ありがとう

ございました。 

○島軒純一議長 以上で９番齋藤千惠子議員の一般

質問を終了し、暫時休憩いたします。 

 

午後 ３時１３分 休  憩 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午後 ３時２２分 開  議 

 

○島軒純一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  この際、お諮りをいたします。 

  本日の会議が定刻の午後４時まで終了しない場

合、会議時間を日程終了まで延長することにした

いと思いますが、御異議ありませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議を日程終了まで時間を延長

することに決まりました。 

  次に進みます。 
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  一つ、中心市街地活性化について外１点、16番

海老名悟議員。 

  〔１６番海老名 悟議員登壇〕（拍手） 

○１６番（海老名 悟議員） ただいま４時を過ぎ

てもいいという御了解を皆さんから得ましたので、

１時間までかかるかどうかわかりません。答弁次

第だと思いますけれども、精いっぱい時間を使っ

てさせていただきたいと思います。 

  改めまして私、一新会の海老名悟です。本日は

12月６日、ことしも残すところあと３週間余りと

なりました。早いもので年末であります。 

  私的にはついこの間新年を迎えたような気がし

ていたんですが、桜が咲き、セミの声が響き、涼

しくなってきたなと思ったら枯れ葉が舞い落ち、

初雪が降ってしまいました。 

  何だか叙情的になってしまいましたが、月日の

流れが速くなったように感じられるきょうこのご

ろであります。 

  さて、そんな月日の流れの中で私も議員になっ

てから10年がたちまして、このたびの質問が29回

目となりました。 

  そして、今回質問いたします中心市街地活性化

については、関連も含めますと７回目の質問にな

ります。我ながらしつこいなと思いますが、当局

の皆さんはいかばかりかと存じます。 

  が、この中心市街地活性化については、つくづ

く同じ日でなくてよかったなと思うんですけれど

も、あす相田克平議員が表題まで同じ状態で質問

されるというように、私を含め多くの議員から質

問がなされてきた懸案の問題でもあります。 

  そこで、改めまして中心市街地活性化について

質問いたします。 

  まず初めに、旧ポポロビルに関する覚書白紙化

の経緯についてでありますが、この覚書は平成24

年８月に本市と土地所有者との間で取り交わされ

たもので、テナント退去後に市がビル用地を取得

し交流広場を整備するとしていたものです。 

  これは新文化複合施設、現在のナセＢＡであり

ますが、こちらの建設に当たり当初建設予定地で

ありました当該ビルのテナントが退去しなかった

ことから、急遽まちの広場を取り壊して建設する

ことになったことを受けて取り交わされたものと

記憶しております。 

  当時はまちの広場を壊して新文化複合施設を建

設することに対しまして、その賛否をめぐり市民

や議会を二分する状態にありました。 

  このような状況を背景にしてつくられた覚書を

白紙化するに至った経緯や原因がどのようなもの

だったのかお答えください。 

  次に、この旧ポポロビルに対する今後の対応に

ついてお尋ねします。 

  先ほどの覚書の中には土地所有者は用地の提供

について協力するという項目もありましたが、覚

書を取り交わす以前から中心市街地活性化のため

に土地を提供するというお考えがあったことは周

知のことだったと思います。 

  この覚書を白紙化したことによって旧ポポロビ

ル用地を中心市街地活性化のために活用するとい

う方向性が失われたのではないかと感じている市

民もいらっしゃるようです。 

  そこで、もともと民間所有ではあるものの、中

心市街地のど真ん中にあるこのビル用地の今後の

活用について、市当局としてどのように考えてい

るのか、お答えください。 

  次に、中心市街地の現状認識と将来ビジョンに

ついてお尋ねします。 

  中心市街地の現状についてでありますが、中心

市街地周辺に暮らす住民の一人として感じている

ことを一言で言えば、不安、その一言に尽きます。 

  昨年７月にオープンしたナセＢＡには１年間で

ギャラリー利用者も含め45万人もの入館者があっ

たそうですが、そんなに多くの人たちがあの周辺

に行き渡っているとは到底思えません。土日に現

地を歩いてもナセＢＡの出入り口付近以外は平日

の朝なのかと見まがうほどであります。 

  また、地元の商店街振興組合も昭和50年代には
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40軒を超える加盟店舗数があったそうですが、今

年度には18軒まで減少し、ついにはことしの７月

に解散してしまいました。この話を元組合員の方

から聞いたときは少なからずショックを受けまし

た。 

  現地ではアーケードに接した建物が取り壊され

た箇所は歯が抜けたようにぽっかりと空間が生じ、

歩道から向こうの空が見える光景は寒々しさを感

じるばかりです。 

  しかし、その中心市街地には活性化策の目玉と

なるはずだった新文化複合施設ナセＢＡがあり、

あわせて市営駐車場も新たに建設され、近隣には

西條天満公園も整備されました。 

  ほかにも老朽化しているとはいえ、耐震工事と

空調設備工事に大金を投入した市民文化会館も存

在しているのです。これらはいずれも米沢市の施

設です。 

  これだけの公共施設が集中しているにもかかわ

らず、先ほど述べたような中心市街地の現状を市

当局はどのように捉えているのでしょうか、お答

えください。 

  また、中心市街地活性化は米沢市のまちづくり

においても重要な課題であり、そのまちづくりに

おいて大切なのは明確なビジョンを示すことだと

思います。 

  以前にも同様の質問をしましたが、米沢市が主

体的に中心市街地の活性化を図るというような答

えを得ることはできませんでした。 

  そこでお尋ねします。中川市長は中心市街地の

将来についてどのようなビジョンをお持ちなので

しょうか、お答えください。 

  次に、２つ目の項目である本市の観光振興につ

いて質問します。 

  先月の４日に東北中央自動車道米沢北インター

チェンジと福島大笹生インターチェンジの間が開

通いたしました。福島・山形両県をつなぐ初めて

の高速道路であり、なおかつ無料で通行できると

いう画期的な高速道路であります。 

  私も開通初日と数日後に利用しましたが、あの

栗子峠を越えているとは思えないほど高低差が少

なく、カーブも少なくて非常に快適な走行でした。 

  また、途中にある8,972メートルの栗子トンネル

も内部が非常に明るく、ほぼ直線であることから、

長さの割にストレスを感じさせないトンネルだと

思いました。 

  その際に通行したのは米沢中央インターチェン

ジから福島大笹生インターチェンジまででしたが、

その所要時間が約20分であり、従来の半分以下に

なったことは移動時間の短縮と安全な走行を同時

に可能にしたものと言えるのではないでしょうか。 

  このような高速道路が開通したことで、本市の

観光施設への来場者がふえているという報道や飲

食店への県外客数がふえたという話も聞いており

ます。 

  また、物流面においても迅速性と安全性、殊に

冬期間の安全走行が確保されることは市内の事業

所にとって大きな効果が見込まれるものと思われ

ます。 

  そこで、市当局として東北中央自動車道米沢北

インターチェンジと福島大笹生インターチェンジ

の間が開通したことによる効果をどのように捉え

ているのかお答えください。 

  次に、旅行ガイド「ミシュラン・グリーンガイ

ド・ジャポン」についてお尋ねします。 

  以前ならミシュランと言えばタイヤを連想する

人のほうが多かったと思いますが、今ではそのガ

イドにおいてホテルやレストランなどに星一つか

ら三つまでの段階で評価しているものを見聞きす

る方が多くなったのではないでしょうか。 

  そのミシュランが日本の観光地を紹介するため

に2009年に発刊したのが「ミシュラン・グリーン

ガイド・ジャポン」であり、本年10月には改訂第

５版が出版されています。 

  「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン」、

ちょっと長いので以下グリーンガイドと省略させ

ていただきますが、こちらについて私が知ったの
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はつい最近でありましたが、当局も御同様でした。 

  しかし、改めてこのグリーンガイドを調べてみ

ますと、１冊600ページにも及び、膨大な数の観光

地が紹介されています。中でも多く掲載されてい

るのは東京、京都、大阪、奈良などの大都市や古

都と言われるようなところですが、東北では宮城

県が一番多いようです。 

  それでは、山形県はどうなっているのかと調べ

てみましたところ、第４版までに掲載されていた

のは庄内地区の11件のみでしたが、改訂第５版で

新たに村山地区から４件が追加されて、合計15件

が紹介されていました。 

  しかし、残念なことに我が置賜地区からは１件

も紹介されてはいませんでした。 

  庄内や村山で紹介されているところには、羽黒

山や山寺のほかに蔵王温泉や銀山温泉、致道博物

館や本間家旧本邸、そして酒田市美術館や山形美

術館などがあります。こういったところが紹介さ

れるなら、本市にある温泉地や歴史的遺構、博物

館なども十分対象になり得るのではないでしょう

か。 

  グリーンガイドには９つの評価基準があり、そ

の中にはつくりものではない本物としての魅力と

調和とか、旅行のしやすさと利便性などがありま

す。本市にある歴史的遺構はまさに本物であり、

利便性においても無料高速道路の開通によって格

段によくなるはずです。 

  本市の観光振興を考える上で、インバウンドに

も力を入れる必要があることから、このミシュラ

ン・グリーンガイドは有用なアイテムになるもの

と思われますが、市当局はどのように考えておら

れるのか、お答えください。 

  以上で壇上からの質問は終わりますが、市民の

皆さんに伝わるよう、わかりやすい御答弁をお願

いします。 

○島軒純一議長 中川市長。 

  〔中川 勝市長登壇〕 

○中川 勝市長 海老名議員の質問に答えたいとい

うふうに思います。 

  最初、２回目の質問でということでお聞きして

おりましたので原稿も何もないわけであります。

思ったままに答えさせていただきたいというふう

に思います。 

  中心市街地の活性化につきましては、議員も御

承知のとおり、もう既に私の市議会議員のときか

ら課題となっていたものであります。 

  一時期は商業施設が新たに区画整理をしながら

今の駐車場のほうに行くという話もございました。

また、会議所さんが中心になってあそこの面的整

備をどうするかと、そして、絵が描かれたときも

ございました。 

  また、その空き店舗については国の補助メニュ

ーもいただきながら、空き店舗を活用したときも

ございました。 

  しかし、今日までいずれにしましてもなかなか

そういったものが具体化されてこなかったと、あ

るいは成功してこなかったという側面がございま

す。 

  後で企画調整部長のほうからこのポポロビルの

経緯についてはお話を答弁させていただきますけ

れども、私はやはりあそこがポポロビルの跡地が

今後中心市街地の活性化に大きなインパクトを与

えるだろうというふうに思っておりました。 

  しかし、あそこの覚書を見ますと交流広場とい

う制約もございましたので、果たしてその辺がし

っかり所有者との間で方向性を出していかないと

ということで、そういう後で答弁あるようなこと

の対応を結果的にさせていただいたということで

あります。 

  しかし、なぜあそこが今までいろいろな計画が

あってなし得なかったのかというところは、もっ

としっかりと我々は検証しながら、今後どうする

かということを考えていかなければならないと思

っております。 

  それは行政でやれる部分は行政でもやらなけれ

ばなりませんし、また、経済界を含め、いろいろ
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な団体と連携してと。あと、11月４日に高速道路

が開通しまして、県のほうでもストロー現象にな

っては心配だという声もありまして、県と一体と

なって今後どう進めていくかという懇談会も既に

開始をさせていただいたところでもあります。 

  また、環境整備、公共整備といいますか、これ

も課題になっております駅から元篭町までの一方

通行解除という要請も前からございました。 

  これ全体をするというふうには道路幅員等の問

題も大変ですけれども、今警察当局とお話をさせ

ていただいているのは、丸正さんからあとナセＢ

Ａまでの区間については一方通行を解除しようと

いうふうなことで、今協議も進めさせていただい

ておるところであります。 

  こういった環境を整備しながら、改めて県も含

め、そして、関係団体、経済界も含めて、行政が

中心市街地活性化に何を果たしていくのかと。行

政のみでは到底できるものではございませんので、

そこら辺は議員御承知のとおりに今後しっかりと

連携を強めてビジョンを策定していかなければな

らないと考えておるところであります。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

  〔我妻秀彰企画調整部長登壇〕 

○我妻秀彰企画調整部長 私からは、中心市街地活

性化についての御質問のうち、旧ポポロビルに関

する御質問にお答え申し上げます。 

  まず、旧ポポロビルに関する覚書についてであ

りますが、御質問の中でもお話ありましたが、経

過としましては、当初旧ポポロビル用地を新図書

館、市民ギャラリー整備事業の計画地としていた

ところ、ビルに入居するテナントの退去問題が発

生したため、建設地を隣接するまちの広場に変更

しました。 

  この計画変更に伴い、まちの広場がなくなるこ

とについて、地元の中部地区を初め、市民の皆様

から存続を求める声が多かったことから、ビルの

テナント問題が解決した後はビル用地を中心市街

地活性化のために市へお譲りいただくことを土地

所有者にお願いし、平成24年８月に覚書として締

結したものであります。 

  覚書の主たる内容としましては３点あり、１つ

目としてテナント問題が解決した際には本市が用

地を取得し、交流広場を整備すること、２つ目と

して土地所有者は用地の提供について協力するこ

と、３つ目として用地の取引方法等については本

市と土地所有者が協議の上、決定することとして

おります。 

  ただし、その取引については市議会における関

係予算等の議決を得た後に成立するものでありま

す。 

  次に、このたびこの覚書について白紙にするこ

とを土地所有者にお願いすることに至った経緯と

しましては、ビルのテナントが年内に退去する方

向で進んでいることを土地所有者の関係者からお

聞きし、その後、土地所有者にその事実を確認さ

せていただくとともに、行政として何ができるの

か、覚書にある交流広場の整備の是非も含めてさ

まざまな方策を検討したところであります。 

  具体的には、覚書の内容にある広場の整備につ

いては、確かに当時はまちの広場の存続を求める

声は多くありましたが、５年が経過し、西條天満

公園においてイベントなどが開催されており、地

域住民の方々からも一定程度理解が得られている

こと、また、今後本市が取り組まなければならな

い大規模事業として庁舎の建てかえ、三友堂病院

との連携協議を踏まえての市立病院整備、小中学

校の適正規模・適正配置を進めることにより新た

な学校の整備など、市民と直結する事業を控えて

いることによる市の財政状況を含め、総合的な観

点からの検討であります。 

  その結果、本市を取り巻く環境を踏まえると、

現時点で土地を取得して新たな開発事業等を進め

ることは今後のさまざまな事業の優先順位を考慮

すると難しいとの判断に至り、覚書を白紙に戻し

ていただくとともに、民間において活性化に寄与

する事業の検討をお願いし、検討していただける
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とのお話をいただいたところであります。 

  次に、今後の旧ポポロビル跡地の活用について

の御質問でありますが、ただいま申し上げました

とおり土地所有者へ民間での活用をお願いしたと

ころでございますので、現在はどのような土地の

活用を御検討いただけるか、お待ちしている状況

であります。 

  街の中にあるまとまった土地というこのビルの

立地している環境からも、中心市街地の活性化に

寄与する事業についての御検討を期待していると

ころでございますので、その内容によっては市と

して連携、支援できるものであれば積極的に検討

していきたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

  〔渡部洋己産業部長登壇〕 

○渡部洋己産業部長 私からは、２の本市の観光振

興についての御質問にお答えをさせていただきま

す。 

  初めに、（１）の東北中央自動車道の開通の効

果についてでありますが、高速道路が開通した４

日以降の11月の数値として把握をしている２つの

項目を御説明させていただきます。 

  １つ目は、おまつり広場駐車場の駐車台数であ

りますが、昨年比で普通車が約11％、バスが約27％

増加をしており、全体でも約11％の増加となって

おります。内訳ですが、特に福島のほか茨城や栃

木などの北関東圏のナンバーが増加をしているよ

うであります。 

  ２つ目は、同じく米沢市上杉博物館の常設展示

室の入館者数でありますけれども、約5,000人とな

っておりまして、直近の５年間で開館15周年記念

特別展を開催をいたしました昨年に次ぐ入館者数

となったところであります。 

  なお、そのほか主な観光施設などに確認をいた

しましたところ、小野川や白布などの温泉地では

宿泊客はさほど増加をしていないものの、福島か

らの日帰り入浴のお客様が増加をしているという

ことであり、今後冬期間の北関東からの来客に期

待をしているというお話でありました。 

  また、あるそば屋さんでは売り上げが約２倍と

なり、米沢牛を提供する飲食店では全体的に10％

以上ふえているということで、さらにラーメンな

どに提供するチャーシュー用の肉の需要もふえた

などの効果があったということでございます。 

  11月は開通日以降、毎週末は天候に恵まれなか

ったわけですが、無料区間である米沢－福島間の

高速道路を通って米沢に行ってみようという行動

がこのような数値にあらわれたのではないかとい

うふうに考えております。 

  なお、これらは開通直後の11月の状況でありま

すので、今後さらにどのように推移するか注視を

してまいりたいというふうに考えております。 

  次に、旅行ガイドミシュラン・グリーンガイド・

ジャポンについてでありますが、このガイドブッ

クは議員からも御紹介がありましたようにフラン

スのタイヤメーカーが日本を訪れる外国人旅行者

向けに日本の豊かな自然や多彩な文化遺産などを

独自の方法で調査し、旅行者へのお薦め度という

観点で評価をして、星なしからわざわざ旅行する

価値があるという星三つまでの４つに分類した情

報を掲載しているもので、日本版は先ほど御紹介

あったようにことし10月に２年ぶりとなる第５版

が発行されております。 

  このガイドブックは旅行者がその観光地を訪れ

たときに受ける第一印象のほか、その土地の知名

度や文化財の豊かさ、レジャーの充実ぶりなど９

つの評価規準で評価をしているとのことで、議員

の御指摘のとおり県内では庄内地方と村山地方の

観光地が掲載をされておりますが、掲載に当たっ

て残念ながら地元の掲載はないというところであ

ります。 

  また、掲載に当たってそれぞれの地元からミシ

ュラン側への働きかけについては行っていないと

いうふうなことでございました。 

  また、現在訪日外国人旅行者が日本での目的地
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を選ぶために利用している情報源は地域によって

差があり、東アジアの方はブログやＳＮＳなどの

体験談などから情報を入手する傾向がある一方、

欧米の方はトリップアドバイザーなどの口コミ情

報を集めたサイトが約35％から45％と高く、次に

このミシュランガイドなどの旅行ガイドブックや

親族や知人からの情報が約30％から40％と続き、

お薦め情報や評価された情報をもとに旅行先を決

める傾向にあるようでございます。 

  このようなことから、このガイドブックに掲載

されることは特に欧米系の旅行者を呼び込むため

には大変有効であると考えております。本市の観

光地などは知名度などでは掲載になっている観光

地と遜色ないものと私どもも思っており、こうし

た外国人旅行者向けのガイドブックにしっかりと

評価をされて掲載をされれば、本市の今後のイン

バウンド観光にも弾みがつくものと考えておりま

す。 

  なお、本市の観光地などがガイドブックに掲載

をされるためには、まずはこの評価基準をしっか

りとクリアする必要がありますので、それぞれの

評価基準に基づいて掲載地との比較検討を行うな

ど、情報収集や発行者に対するアピールも含めて

研究をしてまいりたいと考えております。 

  私からは以上であります。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 御答弁ありがとうご

ざいました。 

  順番に従ってまた再度確認をさせていただきた

いと思いますが、まず覚書が白紙化されたという

部分についてさまざまな経緯があってということ

なんですけれども、その経緯の中に、そのとおり

だと思うんです。近くには西條天満公園がもうで

きていますし、あとそれから、今現時点で米沢市

が抱えている事業というようなことを考えますと、

市庁舎の建てかえというものが。 

  ただ、私はこの市庁舎の建てかえというのはあ

る意味イレギュラーだったと思っています。突然

出てきてやらなくてはならなくなったということ

なんです。 

  でも、それ以外、病院の建てかえであるとか市

内の小中学校の適正規模・適正配置に基づく再編

というものについては、これはもうずっと以前か

ら話があったものであります。 

  順番からいけば確かに24年８月以降に天満公園

ができて、ナセＢＡができてという形にはなって

はいるものの、実態としてはもうナセＢＡがあち

らにできると、天満公園がこちらにできるとなっ

た時点で、何であそこにまた交流広場なのという

ところは実態あったはずなんです。 

  しかし、この段階にきて、理由をつければ幾ら

でもつけようはあると思います。私はこの判断と

いうのはもっと早くできたのではないかと。私は

１つ断っておきますけれども、白紙化したことが

いい悪いを言っているんではないんです。 

  中心市街地を活性化するためにさまざまな方策

を考えなくてはいけないという段階に当たって、

ここの部分についていっときも早い判断を下すべ

きだったのではないかという趣旨なんです。 

  そういった点からいけば、今さらのように交流

広場を新たにつくるといっても天満公園が近くに

あるし、市庁舎の建てかえをしなくてはいけない、

病院建てかえはある、中学校の再編はあるという

のは、私はこれ後づけの理由でしかないと思うん

です。もともとがほとんどわかっていたことです

から。なぜもっと早く判断ができなかったんでし

ょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 １つの判断というのは24

年８月の段階であると思っております。今、御質

問あったとおりでございます。 

  その中では、私どものほうとしましては、今に

なっての反省点は１つ、その当時完成した後のイ

メージ、今のポポロの建っている場所にまた新た

に広場をつくるという、そして活性化できるとい

うようなイメージがまだはっきりしないままに、
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市民の皆様方からの要望もありましたので、それ

で覚書を締結したというようなところについては

反省すべきところだったのかなと思っております。 

  しかしながら、当時はそのようなところでまず

はビルの所有者の方から米沢市に使ってほしいと

いうお言葉をいただきましたので、それを何とか

活用できるような方策を探ったというようなとこ

ろでございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） それは当時ですよね。

当時、24年８月、その時点での判断としては地元

のさまざまな御意見であるとか、そういった状況

からこういった覚書をしようということはあった

と思うんです。それはわかります。 

  ではなくて、その中身と周りの状況を見れば、

見ればじゃないですよね。いずれそうなるという

のはその時点でもうわかっていたわけです。西條

天満公園も降って湧いたような話じゃないですか

ら。都市再生整備計画の中にちゃんと登載されて

いる事業計画であったわけです。 

  あれも突然降って湧いたように公園をつくるこ

とになりましたじゃないですよね。もともとがあ

って、やると言って、それで、イレギュラーだっ

たのはポポロ用地のところが使えなくなって、ま

ちの広場を使わざるを得なくなったというところ

がイレギュラーなんです。だから、その覚書をつ

くったと。 

  だから、今の部長の御説明というのは当時の話

としては当たっていますし、私はそれをとやかく

言うつもりはないんです。 

  そうではなくて、その時点からある程度その先、

つまり今ちょっと部長がおっしゃった、イメージ

とおっしゃいましたよね。そうなんです。イメー

ジが足りなかったんです。 

  ここがなくなって、こっちにこういうものがで

きて、あそこに公園ができて、ではここもまた潰

して公園になったときにどうなるんだという、恐

らくそういうイメージトレーニングができなかっ

たんだと私は思います。それがずるずるときて、

今ここに至ってやはり白紙にしましょうと。 

  私は白紙化したことをどうのこうの言うつもり

はないですとさっき言いました。そのとおりなん

です。あわせて今後についてというところで、せ

んだっての市政協議会でもありましたし、今も部

長からもお話ありましたけれども、民間が主体と

なってビル用地の活用を進めていくならば、事業

内容によっては行政として必要に応じた連携支援

を行っていきましょうということですよね。 

  判断がまず遅いということと、主体性が市には

全くないということです。それは今さらの話かも

しれませんけれども、私はこの中心市街地活性化

という問題については米沢市のまちづくりの一環

だと思っています。突然そこだけがなぜか大事で、

そこだけやらなくてはいけないという話ではない

ですよね。 

  米沢市のまちづくり総合計画、その中において

も重要な問題なんじゃないんですか。ここだけを

取り上げて、ここだけ大事だから何とかしなくて

はいけないとかという話ではないはずなんです。 

  にもかかわらず、諸般の問題に対する判断の遅

さとイメージのなさ、そして、残念ながらいまだ

もって私から言わせればまちづくりに対しての主

体性もないと思います。みずからがこう考えて、

だから民間にも協力してほしいと持っていくのが

私はこれから必要なんじゃないのかなと思います

けれども、いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 答弁の中でも若干触れさ

せていただきましたが、この中心市街地活性化に

ついては都市再生整備計画事業、約58億円を私ど

ものほうで行政として投資をしたというようなと

ころで、その段階からまず第一段階としては公共

投資をさせていただきたいと、そして、民間の活

動をその後に誘発していきたいというようなとこ

ろで御説明を申し上げてきたところでございます。 

  その後、なかなか民間の動きが出てこないとい
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うところについては、やはりなかなかうまく回っ

ていないんだなというところがありますが、やは

り行政だけの公共施設が一生懸命まちなかに投資

をして、そしてまちなかがにぎわうわけではない

というのはもう十分御承知のことだと思います。 

  これから民間のために果たして行政として何が

できるのかというようなところは検討していかな

くてはならないと思っております。まず第１段階

としての公共投資もまずは一つの役割というふう

に思っておりますし、第２段階としては民間に対

してどのような支援をしていくか、連携をしてい

けるかというところを考えるところにきているん

だろうと思っております。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 先ほど市長の御答弁

でもありましたけれども、当然なんです。行政で

できる部分というのはある程度限られている。こ

れはもうしようがない話です。 

  私が言っているのは何でもかんでも行政がやる

べきだという話ではないんです。特に中心市街地

の問題に関して言えば、先ほど私、壇上でもお述

べしましたけれども、物すごい数の公共施設があ

そこには既に集中しているんです。だから、もっ

とつくれとかと言っている話じゃないんです。 

  そうではなくて、米沢市としてあの中心市街地

を中心とした米沢市のまちづくりを今後どういう

ふうにしていくんだと。言ってみれば夢のような

世界ですよね。こんなような夢のある米沢市にし

たいんだと、だから、その中で中心市街地はこん

なような形にしていきたいんだというものを市が

出していかないで、民間にお任せしますから何か

いい御意見、御提案出してくださいというのは私

は無責任だと思います。 

  それこそ公共施設をつくったから活性化すると

いうものではないと、今いみじくも部長おっしゃ

ってしまいましたけれども、そもそも新文化複合

施設をつくるときには当局側は中心市街地活性化

策の言ってみれば目玉であるということをおっし

ゃっていたんですよ。 

  我々は図書館でそれができるのかという疑問視

をする意見もありました。そういった状況を考え

れば、今さら公共施設をつくったから活性化にな

るわけじゃないんだと、それは開き直りですよ。

そんなこと言ってはいけないんです。物すごい税

金を投入してあそこにさまざまつくっているわけ

です。 

  そして、これから先を考えたときに、先ほど現

状認識というところでもありましたけれども、非

常におっかない状態です。 

  余り言いたくはないですけれども、近隣の市、

それこそ山形市、福島市、それぞれもう米沢に比

べればはるかに人口規模も商業集積規模も大きな

まちです。しかし、御存じのとおり山形の駅前か

らは老舗の百貨店が撤退をすると。来月いっぱい

でなくなるというお話もあります。同様に福島の

駅前にある、こちらの百貨店を管理をしている百

貨店ですけれども、２つのビルでやっていたもの

を１つにしました。 

  事ほどさように、商業部門においてそのまちの

中心と思われるところからそんなような状況が発

生しています。これを米沢市に例えるのは非常に

怖いですのであえてやめますけれども、米沢市の

中心市街地を考えた場合には現状としてはそんな

ような状況になりつつあると言っても過言ではな

いと思います。 

  そんなような状況において、民間からの提案待

ちだというのは私は今後の中心市街地のビジョン

としては甚だ心もとないものだと思います。部長、

それでも言ってみれば出待ちをするということな

んでしょうか。 

○島軒純一議長 我妻企画調整部長。 

○我妻秀彰企画調整部長 民間からの提案をただ待

っているというところではございません。まず御

理解いただきたいのが。 

  継続的な活性化につながるためには民間の力が

必要だと、私どものほうはそういうふうに捉えて
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おります。したがって、これから、先ほどの答弁

の繰り返しになりますが、第２段階として民間の

動きを活発化するため、民間にさまざま御検討い

ただくために行政としてどのようなことをすれば

いいかということを今後は第２段階として考える

時期に来ていると、これから考えていきたいとい

うようなところでございます。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） 一々言葉尻を捉えて

言いたくはないんですが、今継続して言ってみれ

ばまちの活性化を図っていくというところにおい

ては民間の力が必要だというようなお話だったと

思うんですけれども、私は、先ほど何で事例を挙

げたかというと、例えば商業施設、あの平和通り

についても中心市街地についても、以前は物すご

い大きい商業施設が幾つもあって、それでにぎわ

っていたという状況がありました。 

  しかし、なくなってしまえばそういう状況にな

ってしまう。非常に商業施設というのは、これは

あくまでも商売でやっているわけですから、我々

行政のように市民のためにやるというものではな

いです。となれば、永続性というのは約束された

ものではないわけですよね。 

  そういう点からいけば、むしろ行政機関、それ

に伴う、連なるさまざまな分野の機能をあわせ持

っていくと。それを市が主導してやっていく。そ

んな形をとれば、これに関しては私は永続性が出

てくると。まさに継続できる施設ができ上がって

くるというふうに思います。これを民間の方にお

願いするというのは私は筋違いだというふうに思

っています。 

  今後のまちづくり、中心市街地の活性化という

ことを考えた場合には、私は何もまた新しい公共

施設を物すごいお金を投入してつくれとか言って

いるんじゃないんです。民間の力をかりなくては

ならない、これも当然です。 

  しかし、民間の提案を待つんではなく、市みず

からが主体となって、こんな考えがあるんですけ

れども皆さん手伝ってくれませんかという形に持

っていくべきだと思うんですけれども、最後にこ

の点、市長いかがでしょうか。 

○島軒純一議長 中川市長。 

○中川 勝市長 議員おっしゃるのはそのとおりだ

と思っているんです。だから、我々としてもそれ

はその方向性を持ちながら行政もかかわっていく

ということは否定はしておりません。 

  ただ、どういうメニューを出しても、それがあ

の地域の中でどうやはり形づけていかれるかとい

うのは、これは行政だけではなし得ない部分であ

りますから、民間とやはり連携していくことが重

要であって、そういったところをどうやって解決

できるか、ビジョンをつくり上げていくかという

のは、民間から待っているということではなくて、

ともにあそこを何とかしようという動きがどう出

てくるかと。 

  これは一定程度やはり民間の力をかりなければ

ならないということであるならば、やはりそれは

待っているんではないけれども、さっき言いまし

たように道路の問題も一方通行を解除しようとか、

そういった条件整備をしながら、ではこの地区を

どうしますかというようなことも、そこも含めて

私は考えていきたいというふうに冒頭申し上げた

ところであります。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） では、続けて２つ目

の質問であります。もっと言いたいところは山ほ

どあるんですけれども、あす相田克平議員が残り

をやってくれると信じていますので、あえてここ

はお譲りをしたいと思います。 

  では、ミシュラン・グリーンガイドというか、

米沢市の観光振興について改めてお聞きをしたい

と思います。 

  その中で、まず高速道路の開通によってさまざ

まな効果があらわれているということについては

先ほど産業部長のほうからも御答弁ありましたが、

本当にまだちょうど１カ月、開通して１カ月とい



- 66 - 

う状況ですけれども、その状況だから、その短期

間だからそういう効果なのか、今後もっともっと

それが伸びていくのか、その辺が問題になってく

ると思います。 

  やはり、この効果を最大限本市の観光、産業、

さまざまな部分にプラスとなるようにしていかな

くてはならないというふうに思います。 

  そういった点においては、さまざまな宣伝であ

るとか、いろいろやり方はあるとは思いますけれ

ども、この効果をもっともっと、それこそ持続し

て効果をさらに引き上げていくということについ

て何か市当局として考えておるようなところはあ

りませんか。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

○渡部洋己産業部長 今議員からお話がありました

ように、この開通効果を引き続き米沢市の観光を

初めとした産業振興に結びつけていかなければな

らないという思いでおります。 

  観光につきましては、まずはやはり冬期間の入

り込み客がどうしても落ち込みますので、先ほど

も議員からありましたように冬期間の安全・安心

な交通ができるというような中央道の効果を生か

しまして、まず冬期間の観光誘客に取り組んでい

きたいというふうに思っております。 

  具体的には、今置賜地域と上山市で展開をして

おります山形冬のあった回廊キャンペーン、これ

につきましては先ほども御紹介をした増加傾向が

見られるというようなことがありますので、福島

県であったり北関東圏、また加えて仙台圏などに

ついても宣伝広告やキャラバンなどの強化をして

この効果を持続させていきたいというふうに考え

ております。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） さまざまなイベント

であるとか企画であるとか、そういった部分にお

いて米沢市も積極的にそこに参加していくと。こ

れは当然必要なことだと思います。 

  データとして１つお知らせしたい、悲しいお知

らせなんですけれども、11月12日付の産経新聞に

載っていた記事であります。都道府県の魅力度と

いうものを調査しているものがあるんだそうです。

20代から70代までの約３万人以上の方を対象とし

て調査された結果なんだそうですけれども、よく

バラエティー番組なんかで北関東の何とか県とか

というものがよく最下位を争っていてどうだこう

だというんだけれども、そこ出身の芸能人の方が

ああでもない、こうでもないというやりとりをし

ているのをよく拝見するんですけれども、実は47

都道府県の中で平成29年のこの調査によりますと、

山形県は第38位です。とてもテレビを見て笑って

いられる状態ではないなと思いました。 

  このデータ、実は県知事も御存じなかったそう

です。とてもかぶりものをして東京に遊びに行っ

ている場合じゃないという状況なのかなと。私じ

ゃないんです。新聞に書いてあるんです。そんな

ような残念なデータがあると。 

  実は山形県に対するイメージ、行ってみるまで

わからない。これ逆を返すと行ってみるとすごい

よかったということになり得る場所なんです。 

  そこから考えると、今回のこの高速道路が無料

で開通したというのは本当に大きいはずなんです。

行ってみなければわからない。だから、どうか来

てください。来て、見て、食べて、入って、遊ん

で帰ってください。それをいかにして多くの方々

に伝えていくかが重要なところだと思います。 

  私はことしの夏に東京の私立の大学で、同級生

の教授がおったものですから、そこで話をさせて

いただく機会があって、米沢のことについてもお

話をさせていただいて、米沢をどうやって知って

もらったらいいんだろうというような話をさせて

いただいたら、やはり今どきの学生さんとか20代

の方というのはその情報をどこから仕入れている

かというと、もうほとんどがＳＮＳなんです。 

  それもパソコンはもう見ないそうです。基本的

には。だから、ホームページを幾らつくっても誰

も見ない。見るのは基本的にはスマートフォンか
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ら見られる情報。そこからどんどんとっていくと

いうことらしいです。 

  ことしの流行語大賞にもなりましたけれども、

インスタ映えなんていう言葉がありますけれども、

まさにそういったものを見ながら米沢ってどうい

うところなんだろうということになるんだそうで

す。 

  ただし、米沢というキーワードが伝わらない限

りは残念ながらどんなにいいものがあっても拡散

はしないと。だから、やはり来ていただいて、そ

こでインスタ映えするようなところで写真をばん

ばん撮っていただいて流していただくということ

が本当はいいんですけれども、その来ていただく

前にという、まるで卵が先か親鳥が先かのような

話になってしまうものですから、ならば地元にい

る人がそれをやるしかないんじゃないのかと学生

さんから言われました。 

  つまり、我々がせっせとこうやって自撮りをし

て拡散するということしか方法がないんじゃない

かというふうなところまで行き着いたわけなんで

すが、この情報をいかに拡散していくのか。米沢

のよさ、山形のよさを全国の人、海外の人に知っ

ていただくというために何か市として考えておら

れるようなことはないですか。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

○渡部洋己産業部長 今お話がありましたように、

情報の提供の仕方がやはり現代に合ったような方

法をとっていかないと、なかなかその効果も上が

らないというふうに考えております。 

  市ではこれまでインバウンド観光を推進するた

めにモデルを地元の方に、外国人の方々に実際に

温泉地であったり観光地をめぐっていただいて、

それをそれぞれにＳＮＳで発信をしていただくと

いうようなことで、その広がりを期待するような

事業なども展開をしております。 

  また、道の駅におきましてもメーンとなる置賜

の観光ポータルサイトを構築をしておりますので、

こういったようなものを活用しながら、さまざま

これから情報発信をしていきたいというふうに考

えております。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） ぜひ本当に今情報社

会と言われてもう何十年なりましたけれども、い

かに外に発信をするか、伝えるかということが大

事であり、しかも、その拡散するアイテムは今世

界中の人が手に持っているということですので、

チャンスはそこにあると思ってやっていただきた

いと思います。 

  ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン、初め

て聞かれた方もいらっしゃるかと思いますけれど

も、先ほど私が言ったものと、あと部長が言って

いただいたものというようなところであります。 

  そうなんです。庄内地区11カ所、村山地区４カ

所とありますけれども、例えばミシュランからこ

こにミシュランというのぼりを立てて、ミシュラ

ンですけれども見に来ましたと言ってくれればい

いんですけれども、残念ながら皆隠された状態で

来るそうです。だから、誰がいつ来ているのかは

全くわからないということだそうです。 

  しかし、このミシュラン・グリーンガイド、５

つの約束というものを私は見ました。部長もごら

んになったと思いますけれども。その５つの約束

には現地訪問、独立性、選択、定期的更新、一貫

した基準という５つの約束があるんだそうです。

この約束に従ってミシュランとミシュランの調査

員は全国のものを調べているということです。 

  そういった意味でいけば、間違いなく現地訪問

しているんです。しかも定期更新というところか

らいくと、大体２年更新でここずっとやっていま

す。たった２年です。間違いなくチャンスはある

んです。 

  先ほど部長がおっしゃったとおり、９つの評価

基準というものもあります。今ここで言っている

と時間がなくなりますので言いませんけれども、

先ほどもちらっと言ったとおりです。本物という

ところをやはり向こうは求めている。あと利便性
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です。 

  知名度とか、さまざま言われてしまうとさっき

言ったとおりで、知名度のなさというのは……。

でも、上杉、伊達、そういうキーワードは十分国

内では通用するし、あと、歴史好きの外国人の方

もたくさんおられると聞いておりますので、そう

いった点ではヒットするところは必ず米沢にある

と思いますけれども、この部分に関して何とか、

ミシュランの担当者がわからない以上、そこには

伝えようがありませんけれども、我々ミシュラン

に対して非常に関心を持っているんだということ

は私は発信してもいいと思うんですが、いかがで

しょうか。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

○渡部洋己産業部長 やはり、先ほどもありました

ように、いかに訴えていくかというところは必要

かなというふうに思います。 

  やはり、今回のこのミシュラン・グリーンガイ

ドについては外国人旅行者向けのガイドブックで

ありますので、外国人の視点からしっかりと受け

入れ体制であったり旅行しやすかったりという、

この９つの基準にしっかりと該当させることがま

ず大事なのかなというふうに思っておりますので、

こういったような視点をきちんと踏まえながら、

受け入れ体制の整備をしながらアピールなどにつ

いてもしていきたいというふうに考えております。 

○島軒純一議長 海老名悟議員。 

○１６番（海老名 悟議員） いわゆる恋愛関係で

言うところの片思いというのは、思っているだけ

では残念ながら通じません。だめでもともとで、

まず言ってみる。それで、振られたら仕方がない、

次の人を探せばいいということです。おかしなこ

とを言っていますか。 

  でも、そういうことを考えたときには米沢市と

してもミシュラン・グリーンガイドに何としても

うちのこういったものを載せたいんだ、どんなに

いいか来てみないとわからないから来てください、

ここすごいんですよと言ったっていいんじゃない

でしょうか。 

  それを公的に、例えばそれは市のホームページ

になるのか、それこそＳＮＳに載っけるのかわか

らないですけれども、私はさっきから言っている

そういう能動的に動くことが大事だと思っている

んです。 

  まず向こうの出方を待ってとか、まず待って。

待っているだけではもしかしたら一生来ないかも

しれません。 

  であれば、旗を振るのはやはりこっち側だと思

います。ぜひそこのところを考えていただきたい

んですが、最後にお願いします。 

○島軒純一議長 渡部産業部長。 

○渡部洋己産業部長 私は待っているだけというこ

とでお話をしているわけではございませんで、ま

ず外国人にしっかりと評価をしていただけるよう

な観光地としてまず整備をする必要がある。それ

と同時にミシュランというか、評価をしていただ

く方にもアピールをしていく必要があるというふ

うに思っておりますので、その辺についてどのよ

うな方法、さまざまな方法を考えていきたいとい

うふうに考えております。 

○島軒純一議長 以上で16番海老名悟議員の一般質

問を終了いたします。 

 

 

 

  散    会 

 

○島軒純一議長 以上をもちまして本日の日程は終

了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

  午後 ４時２３分 散  会 

 


